
イリス合唱祭
　２月17日㈰、栗橋文化会館（イ
リス）でイリス合唱祭が開催されま
した。
　写真は、イリス女声合唱団・女声
合唱団ピノキオ合同による「ひとり
ぼっちの晩餐会」の発表で、手作り
の食器を持って、楽しそうに歌う姿
にたくさんの歓声があがっていまし
た。

………2～3
…………………………4～5
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主 な 内 容
●平成25年度当初予算の概要を
　　　　　　　　　　　お知らせします
●平成25年度の主要事業
●「久喜市都市計画マスタープラン」を
　　　　　　　　　　　　策定しました
●子ども医療費(通院)の支給対象年齢を
　　　　　　　　　　　　拡大しました
●本多静六記念館がオープンします
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　　平成25年度当初予算額の内訳をお知らせします。 
　　各会計の予算書は、市ホームページ、公文書館および市立図書館で閲覧できます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　財政課財政係（内線2421～2426）　

　平成25年度当初予算は、平成24年度に策定した、本市の最上位計画「久喜市総合振興計画」の施策体系
に基づき編成しました。本市の財政状況は現下の経済情勢を反映して、市税収入の確たる増加は期待でき
ず、また、合併算定替えの経過措置により、平成27年度から普通交付税が減額となるなど、厳しい状況が
続いています。しかし、このような状況においても、本市の均衡ある発展と一体性を速やかに確立すると
ともに、持続可能な発展が図れるよう、合併によるスケールメリットをさらに追求し、事務事業の見直し
を進めることを基本として予算編成に臨みました。平成25年度予算の着実な実行により、「豊かな未来を
創造する個性輝く文化田園都市」の実現に向け、全力で取り組みます。

平成25年度 当初予算の概要をお知らせします

※文章および表中の数値については端数処理の関係により、合計が一致しない場合があります。

用語の解説（歳入） 
市税 
　市民税、固定資産税、市たばこ税など 
繰入金 
　基金（貯金）などから取り崩すお金 
諸収入 
　市貸付金の償還金、学校給食費など 
国庫支出金 
　市の事業に対し、国から交付されるお金 
地方交付税 
　所得税などの国税の中から交付されるお金 
市債 
　国や金融機関などから借り入れるお金 
県支出金 
　市の事業に対し、県から交付されるお金 
地方消費税交付金 
　地方消費税から交付されるお金 
地方譲与税 
　 地方揮発油税、自動車重量税から交付される

お金 自主財源
市が自主的に収入
しうる財源

依存財源
国などを経由し、
市の裁量が制限さ
れる財源

市税
202億7,872万円
（44.5％）

地方交付税
54億6,260万円
（12.0％）

歳　入
455億5,300万円

市税
202億7,872万円
（44.5％）

市債
49億1,310万円
（10.8％）

地方交付税
54億6,260万円
（12.0％）

国庫支出金
57億4,387万円
（12.6％）

県支出金
25億908万円
（5.5％）

地方消費税交付金
12億3,000万円

（2.7％）

諸収入　　　　
11億5,440万円
（2.5％）  　　

地方譲与税
4億7,100万円
　（1.0％）

繰入金
23億6,435万円
（5.2％）

その他依存財源
3億380万円
（0.7％）

その他自主財源
11億2,208万円
（2.5％）

一般会計　455億5,300万円 
（前年度比３.５％増）

市民の皆さん１人当たりに使われるお金 
29万2,280円

※平成25年３月１日現在の人口（155,854人）で算出しています。

➡

　主要な財源である市税が、市たばこ税の１億8,100万円の増（＋22.3％）などにより、約２億円増加
（＋1.0％）しました。また、普通建設事業費の増などに伴い、国・県支出金が約５億7,300万円の増
（＋7.5％）、市債が約５億円の増（＋11.3％）となりました。

一般会計歳入
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用語の解説（歳出）
扶助費 
　生活保護、高齢者・障がい者・児童福祉などの経費 
人件費 
　 職員給与費などの経費 
公債費 
　市が借りたお金の返済に充てる経費 
普通建設事業費等 
　 道路、公園、学校などの建設にかかる経費および災

害復旧にかかる経費 
物件費 
　物品の購入、業務委託などの経費 
繰出金 
　特別会計に支出する経費 
補助費等 
　一部事務組合への負担金、各種団体への補助金 

用語の解説（歳出）
民生費 
　 年金、生活保護、各種福祉手当、福祉施設、保育園

の管理・運営などの経費 
総務費 
　 庁舎の管理、徴税事務、戸籍関係事務、選挙、統計調

査、交通安全対策、コミュニティの推進などの経費 
公債費 
　市が借りたお金の返済に充てる経費 
土木費 
　道路、公園、橋、河川の建設・管理などの経費 
教育費 
　小・中学校や幼稚園、図書館などの経費 
衛生費 
　 健康診断、予防接種、公害対策、衛生組合負担金な

どの経費 
消防費 
　消防・水防に関する経費 
農林水産業費 
　農業委員会や農業対策に要する経費 
議会費 
　議会の活動に要する経費

民生費
170億6,035万円
（37.5％）

総務費
60億6,073万円
（13.3％）

公債費
52億5,258万円
（11.5％）

土木費
49億424万円
（10.8％）

教育費
43億6,152万円
（9.6％）

衛生費　　
37億6,917万円
（8.3％） 　

歳出（目的別）
455億5,300万円

民生費
170億6,035万円
（37.5％）

総務費
60億6,073万円
（13.3％）

公債費
52億5,258万円
（11.5％）

土木費
49億424万円
（10.8％）

教育費
43億6,152万円
（9.6％）

衛生費　　
37億6,917万円
（8.3％） 　

消防費
24億6,743万円
（5.4％）

議会費
3億9,331万円
（0.9％）

その他
5億3,446万円
（1.2％）

農林水産業費
7億4,923万円
（1.6％）

人件費
78億723万円
（17.1％）

公債費
52億5,258万円
（11.5％）

繰出金
63億9,919万円
（14.0％）

補助費等
59億1,166万円
（13.0％）

物件費　　 
68億1,203万円
（15.0％）

扶助費
98億8,944万円
（21.7％）

歳出（性質別）
455億5,300万円

人件費
78億723万円
（17.1％）

公債費
52億5,258万円
（11.5％）

繰出金
63億9,919万円
（14.0％）

補助費等
59億1,166万円
（13.0％）

物件費　　 
68億1,203万円
（15.0％）

扶助費
98億8,944万円
（21.7％）

その他
5億4,758万円
（1.2％）

普通建設事業費等
29億3,330万円
（6.4％）

投資的経費
建設工事などに使う経費

その他経費

義務的経費
支出が義務づけられ任意に
節減できない経費

義務的経費

● 平成25年度　当初予算の概要をお知らせします ●

　本庁舎耐震化整備事業、仮称第２庁舎改修事業の新規事業などにより、総務費が約10億4,500万円増
加（＋20.8％）、普通建設事業費が約９億3,600万円増加（＋46.9％）しました。
　また、道路新設改良費の約２億2,100万円の増（＋91.2％）、液状化対策推進事業の約２億4,900万
円の増（＋27,717.8％）などにより、土木費が約５億4,700万円増加（＋12.5％）しました。 

一般会計歳出

会計別予算一覧

市債残高（見込額）

目的別

性質別

（単位：千円）

（単位：千円）

会　計　名 平成25年度 平成24年度 増減率(％)
一 　 般 　 会 　 計 45,553,000 44,000,000 3.5
特 　 別 　 会 　 計 32,810,262 32,943,733 △ 0.4

国民健康保険特別会計 17,593,700 17,829,900 △ 1.3
介 護 保 険 特 別 会 計 7,760,500 7,295,200 6.4
後期高齢者医療特別会計 1,342,100 1,242,000 8.1
下水道事業特別会計 4,714,000 5,350,800 △ 11.9
農業集落排水事業特別会計 708,000 639,500 10.7
土地区画整理事業特別会計 655,800 549,600 19.3
土 地 取 得 特 別 会 計 36,162 36,733 △ 1.6

水 道 事 業 会 計 4,752,374 4,978,970 △ 4.6

会　計　名 平成25年度末 平成24年度末
市 全 体 79,397,216 80,321,672 
一 般 会 計 48,221,820 48,183,648 

う ち 臨 時 財 政 対 策 債 22,629,740 21,092,428 
下 水 道 事 業 特 別 会 計 20,587,412 20,868,238 
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 5,133,772 5,326,272 
土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 1,386,984 1,524,461 
土 地 取 得 特 別 会 計 60,100 94,760 
水 道 事 業 会 計 4,007,128 4,324,293 

※ 平成24年度末の市債残高については、補正予算後の額となってい
ます。

※ 水道事業会計については、収益的支出と資本的支出の予算額を合わせた
値となっています。
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新  

都
市
宣
言
推
進
事
業   　
２
３
２
万
円

　

「
人
間
尊
重
・
平
和
都
市
」
宣
言
の
趣
旨

を
広
く
市
民
に
啓
発
す
る
た
め
、
広
告
塔
等

を
整
備
し
ま
す
。

 

新  

議
場
映
像
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
事
業

　
　
　

              　
１
０
７
万
円

　

市
民
に
開
か
れ
た

議
会
と
す
る
た
め
、

本
会
議
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
を
実
施

し
ま
す
。

・
合
併
浄
化
槽
普
及
促
進
補
助
事
業

３
７
３
３
万
円

　

補
助
対
象
地
域
に
お
い
て
既
設
の
単
独
処

理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
転
換
設
置
す
る
方
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業

　
　
　
　

      　
　
　
　
１
２
５
０
万
円

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
者

（
市
民
）
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。（
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
２
万
円
、
上
限

４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
８
万
円
）

・
予
防
接
種
事
業　
　
４
億
１
７
８
１
万
円

　

感
染
の
お
そ
れ
の
あ
る
疾
病
の
発
生
や
ま

ん
延
の
予
防
を
図
る
た
め
、
予
防
接
種
を
行

い
ま
す
。
平
成
25
年
度
か
ら
子
宮
頸
が
ん
等

３
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
接
種
と
し
ま
す
。

・
成
人
健
康
診
査
事
業　
２
億
８
１
４
万
円

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
お
よ
び
が
ん
等
の
疾

病
の
早
期
発
見
を
行
う
た
め
、
検
診
等
を
行

い
ま
す
。

・
子
ど
も
医
療
費
支
給
事
業

　
　
　
　
　

      　
５
億
６
８
８
７
万
円

　

子
ど
も
が
必
要
と
す
る
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
に
対

す
る
医
療
費
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。
ま

た
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
、
通
院
に
つ
い
て

も
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
に
支
給
対
象

を
拡
大
し
ま
す
。

 

新   

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定

事
業　
　
　
　
　
　
　
　
６
０
９
万
円

　

地
域
の
ニ
ー
ズ
や
実
情
に
あ
っ
た
子
育
て

支
援
策
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
か

ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

・
保
育
施
設
更
新
事
業

　
　
　
　
　
　

     

３
億
８
１
３
３
万
円

　

保
育
施
設
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、

市
立
さ
く
ら
保
育
園

の
改
築
工
事
を
行
い

ま
す
。

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業　

８
７
６
４
万
円

　

栢
間
小
学
校
、
鷲
宮
小
学
校
に
お
い
て
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
整
備
を
行
い
ま

す
。

 

新  

難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　

          　
　
36
万
円

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な

い
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児
に
対
し
て
、
補

聴
器
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

・
生
活
保
護
事
業　
　
　
25
億
３
５
０
万
円

　

生
活
保
護
法
に
基
づ
き
、
生
活
困
窮
者
等

に
対
し
、
生
活
保
護
費
を
支
給
し
ま
す
。

・
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事
業

　
　
　
　
　

      　
１
億
７
０
６
１
万
円

　

私
立
幼
稚
園
在
籍
園
児
の
保
護
者
に
対

し
、
所
得
に
応
じ
て
、
入
園
料
・
保
育
料
の

減
免
措
置
を
行
う
た
め
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

 

新  

任
期
付
市
費
負
担
教
職
員
任
用
事
業

　

                  　
６
７
８
万
円

　

市
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
数

減
少
に
伴
う
複
式
学
級
回
避
の
た
め
、
任
期

付
市
費
負
担
教
職
員
を
任
用
し
ま
す
。

・
教
育
相
談
事
業　
　
　
　
２
４
３
４
万
円

　

い
じ
め
・
不
登
校
等
の
悩
み
を
抱
え
る
児

童
生
徒
お
よ
び
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ

る
教
育
相
談
員
を
小
・
中
学
校
に
配
置
し
ま

す
。

・
学
校
い
き
い
き
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

      

６
４
４
１
万
円

　

小
・
中
学
校
で
の
特
別
な
教
育
的
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
教
育
活
動
指
導
員

お
よ
び
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。

・
小
学
校
プ
ー
ル
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
２
４
０
０
万
円

　

老
朽
化
し
た
太
田
小
学
校
プ
ー
ル
改
築
工

事
、
久
喜
小
学
校
プ
ー
ル
改
築
工
事
の
実
施

設
計
お
よ
び
三
箇
小
学
校
、
栢
間
小
学
校

プ
ー
ル
改
修
工
事
の
実
施
設
計
を
行
い
ま

す
。

平
成
25
年
度
の
主
要
事
業

　

久
喜
市
総
合
振
興
計
画
の
７
つ
の
分
野
別
目
標
に
従
い
、
今
年
度
の
主
要

施
策
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　

 　
　
　
　

※ 

新 

印
は
新
規
事
業
を
表
し
ま
す
。

１ 

市
民
が
参
加
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
豊
か
な
ま
ち

２ 

自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
、
環
境
に
優

し
い
ま
ち

３ 
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

４ 

心
豊
か
な
人
材
を
育
み
、
郷
土
の

歴
史
文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち
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新  

中
央
公
民
館
空
調
機
更
新
事
業

　
　
　
　
　
　
　

      　
６
０
４
４
万
円

　

中
央
公
民
館
の
空
調
設
備
の
更
新
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

 

新  

埼
玉
東
部
消
防
組
合
負
担
金
事
業

　

 

（
常
備
消
防
費
・
非
常
備
消
防
費
）

　
　
　
　

     　
21
億
８
７
６
８
万
円

　

埼
玉
東
部
消
防
組
合
の
常
備
消
防
と
非
常

備
消
防
へ
の
負
担
金
で
す
。

 

新  

デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
２
６
２
万
円

　

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
確
保
と
公
共
交
通

不
便
地
域
に
お
け
る
日
常
交
通
を
確
保
す
る

た
め
、
菖
蒲
地
区
と
栗
橋
・
鷲
宮
地
区
に
お

い
て
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
実
施
し
ま
す
。

・
西
堀
・
北
中
曽
根
線
道
路
改
良
事
業

　
　
　
　

 　
９
１
３
１
万
円

　

西
堀
・
北
中
曽
根
線
の
改
良
整
備
を
行
い

ま
す
。

・
街
路
整
備
事
業　
　
　
　
　
３
６
０
万
円

　

佐
間
・
八
甫
線
（
市
道
栗
橋
６
８
０
号

線
）
の
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

 

新  

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
事
業

　
　
　

          

１
５
０
０
万
円

　

幹
線
道
路
に
架
か
る
橋
長
10
メ
ー
ト
ル
以

上
で
、
昭
和
55
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
橋

り
ょ
う
に
つ
い
て
、
計
画
的
な
更
新
を
図
る

た
め
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

 

新  

鷲
宮
産
業
団
地・青
毛
線
道
路
整
備
事
業

　

                　
　
　
４
４
０
万
円

　

新
市
の
一
体
化
を
促
す
道
路
の
一
つ
で
あ

る
鷲
宮
地
区
と
久
喜
地
区
を
結
ぶ
道
路
を
整

備
し
ま
す
。

 

新  

本
庁
舎
耐
震
化
整
備
事
業

　
　
　

        　
　
２
億
８
６
６
３
万
円

　

来
庁
す
る
市
民
の

安
全
を
守
り
、
災
害

時
の
拠
点
と
し
て
活

用
す
る
た
め
、
本
庁

舎
の
耐
震
補
強
お
よ

び
改
修
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

・
液
状
化
対
策
推
進
事
業

　
　
　
　

     　
　
２
億
５
０
３
６
万
円

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
市
内
で
液
状
化
被

害
を
受
け
た
地
区
に
お
け
る
液
状
化
対
策
を

検
討
し
ま
す
。

・
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　

     　
　
　
　
　
　
　
３
４
０
８
万
円

　

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
手
段
の
確
保

の
た
め
、
防
災
行
政
無
線
（
固
定
系
・
移
動

系
）
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

・
マ
ン
ホ
ー
ル
浮
上
防
止
対
策
事
業　
　

　
２
０
６
０
万
円

　

震
災
時
に
お
け
る
第
一
次
特
定
緊
急
輸
送

路
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
公
共
下
水
道

マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
上
防
止
対
策
を
行
い
ま
す
。

 

新  

戸
別
所
得
補
償
経
営
安
定
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　

      　
　
70
万
円

　

地
域
農
業
を
担
う
経
営
体
の
確
保
お
よ
び

地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
地
域
農
業

の
在
り
方
に
関
す
る
計
画
、
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
を
作
成
し
ま
す
。

・
商
店
街
活
性
化
補
助
事
業

　
　
　
　
　

      　
　
　
１
７
７
８
万
円

　

商
店
街
団
体
が
行
う
各
種
事
業
が
円
滑
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

 

新  

仮
称
第
２
庁
舎
改
修
事
業

　
　
　
　

      　
　
１
億
９
７
０
６
万
円

　

本
庁
舎
の
機
能
を
補
完
す
る
た
め
、
仮
称

第
２
庁
舎
と
し
て
、
旧
幸
手
保
健
所
久
喜
分

室
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

 

新  

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
更
改
事
業

　
　
　
　
　
　

      

４
億
８
３
０
０
万
円

　

老
朽
化
し
た
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
更
改
を

実
施
し
ま
す
。

● 平成25年度の主要事業 ●

５ 

安
全
で
調
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い

快
適
な
ま
ち

６ 

地
域
の
産
業
が
元
気
で
、
多
彩
な

企
業
が
集
積
す
る
豊
か
な
ま
ち

７ 

行
財
政
を
見
直
し
、
改
革
を
進
め

る
ま
ち

久喜市総合振興計画を策定しました

「豊かな未来を創造する個性輝く文化田園都市」
～  人と愛  水と緑  市民主役のまち  ～を目指して

久喜市総合振興計画を策定しました
　市では、久喜市、菖蒲町、栗橋町および鷲宮町の
合併後、最初の「久喜市総合振興計画」を策定しま
した。
　策定に当たっては、学識経験者や各種団体・市民
の代表などで構成した久喜市総合振興計画審議会で
の審議やパブリックコメントなどで多くの市民の皆
さんから意見をいただきながら進めてきました。
　総合振興計画とは、本市が目指す将来像とその実
現に向け、市民と行政が目標を共有し、共に取り組
んでいくための施策などを定めた、市の最上位計画
です。
　今後、久喜市は、この計画に基づき、豊かな自然
環境と地域独自の歴史や伝統を受け継ぎながら、特
色あるまちづくりを進めていきます。
　詳しくは、広報くき４月１日号と一緒に全戸配布
する「久喜市総合振興計画（概要版）」をご覧くだ
さい。また、本編は、市ホームページに掲載すると
ともに、有償頒布も行っています。
問合せ　企画政策課企画政策係（内線2883）
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○久喜市都市計画マスタープランとは
　久喜市を「こんなまちにしたい」という、目標や将来像を示すとともに、今後、市が進める都市計画やま
ちづくりに関する施策の基本方針を定めたものです。
○策定の背景
計画の策定に当たっては、市民の皆さんの笑顔があふれ、愛着を持っていつまでもこの久喜市に住み続け
られるような都市の実現を第一に考えました。この計画は、市民の皆さんとおよそ２年間にわたって検討し
た中で「もっと・・だったらよいのに。」、「将来、子どもたちにこんな久喜市に暮らしてほしい」といった
未来への願いを形にしたものです。
○計画の構成
この計画は、大きく全体の目指す方向を定める「全体構想」と、地区の目指す方向を定める「地区別構想」
で構成されています。「全体構想」では、市の都市づくりの基本理念や土地利用、交通体系等の将来構想を定め、
「地区別構想」では、市内４地区ごとの将来構想を定めています。

「久喜市都市計画マスタープラン」を策定しました
　市では、20年後の久喜市が更なる発展と地域の個性が豊かに輝いた都市になることを目指して「久喜
市都市計画マスタープラン」を策定しました。今後、この計画に基づいて、市民の皆さんが期待する将
来都市の実現に取り組んでいきます。
　この計画の詳細は、市民参加コーナーや市ホームページでご覧になれます。
問合せ　都市計画課計画係（内線3681、3682）

「久喜市都市計画マスタープラン」を策定しました

基本理念

市民の力で魅力ある文化田園都市づくり
市民の皆さんとの協働を基本として、市民の皆さんが安心して快適に暮らし、本市が未来に向けて持
続的に発展し続けていくことのできるまちづくりを目指します。
具体的には市民の皆さんとともに次のようなまちづくりの将来展望を描きます。
１．市民を主役として発展する、協働のまちづくり
２．地域の多様性が尊重され、都市がひとつになるまちづくり
３．将来の社会変化に順応し、持続可能なまちづくり

将来都市像（まちづくりの目標）
基本理念のもと、本市の将来都市像として４つのキーワード（活力・交流・環境・安心）を掲げ、そ
れに基づいた都市の実現を目指します。

活力　住と職が織りなす活力創造都市
　自然と調和した土地の保全と活用を図りつつ、
市街地の整備、住環境の改善、産業空間の形成に
より、本市が持つ多様な活力が創造された都市を
目指します。

交流　地域の魅力を高める交流推進都市
　都市の内外を結ぶ道路体系や、誰もが安心して
利用できる移動環境、新たな出会いを生み出す観
光機会を創出することにより、地域の経済活動の
向上が実現された都市を目指します。

環境　ゆとりと潤いあふれる環境共生
　都市における憩いや、心の安らぎを与える緑あ
ふれる環境、水辺や資源循環に配慮された空間や
施設、歴史や地域資源を尊重したまち並みや景観
を創出することにより、環境との共生が実現され
た都市を目指します。

安心　人に優しい安心定住都市
　地震や洪水などの自然災害に強い都市の構造、
交通事故や犯罪の発生を未然に防ぐ地域の環境が
確保され、また、人に優しい環境や仕組みを持っ
た、誰もが安心して定住することのできる都市を
目指します。
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学
校
課
業
日
の
毎
日
、
市
内
全
て
の
小
学

校
に
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ
等
を
安
全
監
視
員
と
し

て
配
置
し
ま
す
。

　

学
校
課
業
日
の
毎
日
、
防
災
行
政
無
線
を

利
用
し
、
児
童
生
徒
へ
の
帰
宅
の
呼
び
掛
け

放
送
を
市
内
全
域
で
実
施
し
ま
す
。

放
送
時
間　

定
時
チ
ャ
イ
ム
直
後

　

学
校
課
業
日
の
毎
日
、
14
時
30
分
か
ら
15

時
30
分
ま
で
の
１
時
間
、
市
職
員
に
よ
る
通

学
路
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
内
で
不
審
者
等
が
発
生
し
た
場
合
、
市

内
全
小
中
学
校
等
、
関
係
機
関
へ
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
職
員
に
よ
る
周
辺

地
区
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

児
童
生
徒
の
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す

 

⑴
小
学
校
安
全
監
視
員
の
継
続
配
置

 

⑶
通
学
路
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

 

⑷
不
審
者
対
応

 

⑵
防
災
行
政
無
線
に
よ
る

 

　
児
童
生
徒
へ
の
帰
宅
呼
び
掛
け

　

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
の
通
学
等
に
お
け
る
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
次
の
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
も
引
き
続
き
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

学
務
課
学
事
係
（
内
線
４
２
４
３
）

定
時
チ
ャ
イ
ム
時
刻

３
月
～
４
月

17
時

５
月
～
８
月

18
時

９
月
～
10
月

17
時

11
月
～
２
月

16
時

救
急
搬
送
に
時
間
を
要
し
た
事
案
に
つ
い
て

久
喜
市
長　

田
中　

暄
二　

　

去
る
平
成
25
年
１
月
６
日
深
夜
、
救
急
要
請
を
受
け
た
救
急
隊
が

救
急
患
者
を
搬
送
す
る
た
め
搬
送
先
の
病
院
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
そ

の
選
定
に
困
難
を
来
た
し
、
早
期
の
搬
送
が
で
き
ず
、
よ
う
や
く
確

保
で
き
た
搬
送
先
の
医
療
機
関
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
大
変

に
痛
ま
し
い
事
案
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
の
側
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の

度
の
事
態
を
市
お
よ
び
消
防
局
で
は
、
大
変
重
く
受
け
止
め
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
市
、
消
防
局

お
よ
び
関
係
機
関
等
で
今
回
の
事
案
を
検
証
し
、
今
後
の
改
善
策
の

検
討
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
医
療
体
制
に
広
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
、
６
市
２
町

（
久
喜
市
、
羽
生
市
、
加
須
市
、
蓮
田
市
、
幸
手
市
、
白
岡
市
、
杉

戸
町
、
宮
代
町
）
お
よ
び
救
急
医
療
機
関
等
と
も
対
応
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
救
急
医
療
体
制
に
大
き
な
不
安
を
与
え
る
結

果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
医
療
課
（
内
線
３
４
２
３
）
／
埼
玉
東
部
消
防
組
合

消
防
局
救
急
課　

☎
21
・
０
２
９
７



8広報  くき  2013（平成25年）.4

　

平
成
25
年
度
固
定
資
産
税
に
係

る
「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
」
の
縦
覧
と
「
固
定
資
産
課
税

台
帳
」
の
閲
覧
を
実
施
し
ま
す
。

　

縦
覧
帳
簿
で
は
周
辺
の
土
地
・

家
屋
の
価
格
等
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

課
税
台
帳
で
は
所
有
す
る
物
件

の
課
税
明
細
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
課
税
台
帳
の
閲
覧
は
通

年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
閲
覧

期
間
に
限
り
無
料
で
す
。
（
写
し

の
交
付
・
期
間
外
の
閲
覧
は
有
料
）

縦
覧
・
無
料
閲
覧
期
間　

４
月
１

日
㈪
～
５
月
31
日
㈮　

各
８
時
30

分
～
17
時
15
分
（
日
曜
日
の
12
時

か
ら
13
時
ま
で
は
除
く
）

※
土
曜
日
、
祝
日
は
除
く

縦
覧
・
閲
覧
場
所　

資
産
税
課
窓

口
、
各
総
合
支
所
税
務
課
窓
口

※�

日
曜
日
の
縦
覧
・
閲
覧
は
市
役

所
資
産
税
課
窓
口
の
み

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
る
方　

固

定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者
と

同
居
の
親
族
ま
た
は
納
税
管
理
人

課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
る
方　

固

定
資
産
の
所
有
者
、
所
有
者
と
同

居
の
親
族
、
納
税
管
理
人
、
借
地

人
・
借
家
人
（
た
だ
し
、
権
利
の

あ
る
部
分
に
限
る
）

※�

前
記
以
外
の
方
の
縦
覧
・
閲
覧

に
は
、
委
任
状
ま
た
は
代
理
人

選
任
届
が
必
要
で
す
。

そ
の
他　

縦
覧
・
閲
覧
の
際
は
、

運
転
免
許
証
等
で
の
本
人
確
認
が

必
要
で
す
。

問
合
せ　

資
産
税
課
資
産
税
係

（
内
線
２
７
２
５
）
／
各
総
合
支

所
税
務
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
３
３

／
栗
橋
・
内
線
２
２
１
／
鷲
宮
・

内
線
１
５
０
）

　

菖
蒲
地
区
の
都
市
計
画
税
の
税

率
は
、
合
併
特
例
法
の
適
用
に
よ

り
０
・
１
％
で
し
た
が
、
平
成
25

年
度
か
ら
他
地
区
と
同
様
に
、

０
・
２
％
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
1
月
1
日
現
在
で
、

市
街
化
区
域
内
に
土
地
ま
た
は
家

屋
を
所
有
す
る
方
が
対
象
で
す
。

※
償
却
資
産
は
対
象
外
で
す
。

※�

都
市
計
画
税
は
固
定
資
産
税
と

併
せ
て
、
同
じ
納
税
通
知
書
に

よ
り
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

資
産
税
課
資
産
税
係

（
内
線
２
７
２
３
）
／
菖
蒲
総
合

支
所
税
務
課
（
内
線
１
３
３
）

　

建
物
の
老
朽
化
、
耐
震
性
の
問

題
な
ど
で
園
舎
を
改
築
し
て
い
た

市
立
す
み
れ
保
育
園
が
、
４
月
１

日
㈪
に
新
園
舎
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
新
た
に
０
歳
児

保
育
と
一
時
保
育
を
行
い
ま
す
。

所
在
地　

北
青
柳
１
３
３
１

構
造　

鉄
骨
造
２
階
建
（
一
部
平

屋
建
）

入
所
定
員　

70
人

◆
０
歳
児
保
育

利
用
定
員　

６
人

◆
一
時
保
育

　

保
護
者
の
断
続
的
な
就
労
や
疾

病
等
に
よ
り
、
家
庭
で
の
保
育
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
、
子
ど
も
を

一
時
的
に
預
か
り
ま
す
。

利
用
定
員　

10
人

申
込
み
・
問
合
せ　

す
み
れ
保
育

園　

☎
21
・
０
１
２
０

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
等
の

縦
覧
・
閲
覧
の
お
知
ら
せ

菖
蒲
地
区
の
都
市
計
画
税
の

税
率
が
０
・
２
％
に
な
り
ま
す

４月１日㈪から市役所の
組織の一部が変わります

　一層の市民サービスの向上と効率的な行政運営を推進するため、
４月１日㈪から市役所の組織の一部を変更します。
問合せ　企画政策課企画政策係（内線 2281）

課名 旧係名 新係名

公文書館
市政情報係

公文書係
公文書係

生活安全課 交通係 交通防犯係

各総合支所
総務管理課

総務係
総務係

財務係

各総合支所
環境経済課

農業振興係
産業振興係

商工観光係

消防団が統合されます
　消防団は、久喜・鷲宮・菖蒲・栗橋の４つの地区でそれぞれ編
成されていましたが、４月１日㈪に久喜市消防団として統合され
ます。
　今後は、１団本部４支団10分団25部の新しい組織体制で、地域
に根付いた消防活動を行っていきます。
　引き続き市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
問合せ　消防防災課消防団係（内線2642）

久喜支団
（４分団10部）

鷲宮支団
（２分団４部）

菖蒲支団
（２分団５部）

栗橋支団
（２分団６部）

団本部

 

す
み
れ
保
育
園
新
園
舎
オ
ー
プ
ン
！

久喜市消防団組織図



9 広報  くき  2013（平成25年）.4

　

４
月
１
日
㈪
か
ら
、
自
立
支
援

医
療
（
育
成
医
療
）
と
未
熟
児
養

育
医
療
給
付
の
申
請
窓
口
が
、
県

の
保
健
所
か
ら
、
市
の
子
育
て
支

援
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
課

に
変
わ
り
ま
す
。

●
自
立
支
援
医
療（
育
成
医
療
）

　

自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）

と
は
、
現
在
身
体
に
障
が
い
が
あ

る
、
ま
た
は
疾
患
が
あ
り
治
療
し

な
い
と
将
来
障
が
い
を
残
す
と
認

め
ら
れ
る
子
ど
も
が
、
手
術
な
ど

の
治
療
に
よ
り
そ
の
症
状
が
軽
く

な
り
、
日
常
生
活
が
容
易
に
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
、
そ
の
治
療
に
要
す
る
医
療

費
の
一
部
を
市
が
負
担
す
る
も
の

で
す
。

対
象　

18
歳
未
満
で
保
護
者
が
市

内
に
居
住
し
て
い
る
方

助
成
内
容　

全
国
の
指
定
自
立
支

援
（
育
成
）
医
療
機
関
に
お
い
て
、

対
象
と
な
る
疾
患
の
治
療
を
受
け

る
際
の
保
険
診
療
分
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。
世
帯
の
住
民
税
額
等

に
応
じ
て
自
己
負
担
金
が
生
じ
ま

す
。

申
請
方
法　

原
則
、
事
前
に
必
要

書
類
を
添
え
て
、
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類　

自
立
支
援
医
療
費

（
育
成
医
療
）
支
給
認
定
申
請
書
、

自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）
意

見
書
、
自
立
支
援
医
療
（
育
成
医

療
）
世
帯
調
書
な
ど

●
未
熟
児
養
育
医
療
給
付

　

身
体
の
発
育
が
未
熟
な
状
態
で

生
ま
れ
、
入
院
治
療
を
必
要
と
す

る
乳
児
に
対
し
て
、
そ
の
治
療
に

必
要
な
医
療
費
の
一
部
を
市
が
負

担
し
ま
す
。

対
象　

満
１
歳
未
満
で
、
養
育
医

療
の
対
象
と
な
る
未
熟
児
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
乳
児

助
成
内
容　

全
国
の
指
定
養
育
医

療
機
関
で
未
熟
児
の
入
院
治
療
を

受
け
る
際
の
保
険
診
療
分
の
費
用

を
助
成
し
ま
す
。
世
帯
の
所
得
税

額
等
に
応
じ
て
、
自
己
負
担
金
が

生
じ
ま
す
。

申
請
方
法　

原
則
、
出
生
後
２
週

間
以
内
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類　

養
育
医
療
給
付
申
請

書
、
養
育
医
療
意
見
書
、
世
帯
調

書
な
ど

申
請
先
・
問
合
せ　

各
申
請
と
も
、

子
育
て
支
援
課
医
療
手
当
係
（
内

線
３
２
８
７
）
ま
た
は
各
総
合
支

所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
４
６

／
栗
橋
・
内
線
２
３
８
／
鷲
宮
・

内
線
１
６
６
）
へ

　

４
月
１
日
診
療
分
か
ら
、
子
ど

も
医
療
費
の
通
院
に
お
け
る
支
給

対
象
年
齢
を
「
中
学
校
卒
業
ま
で

（
満
15
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る

年
度
の
末
日
ま
で
）」
に
拡
大
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
子
ど
も
医
療
費

受
給
資
格
証
の
色
が
、
こ
れ
ま
で

の
ク
リ
ー
ム
色
か
ら
黄
緑
色
に
変

わ
り
ま
し
た
。
４
月
１
日
㈪
以
降

は
新
し
い
受
給
資
格
証
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

既
に
受
給
資
格
証
（
ク
リ
ー
ム

色
）
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
３
月

下
旬
に
新
し
い
受
給
資
格
証
（
黄

緑
色
）
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

改
め
て
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
の
登

録
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
資
格

登
録
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
15
日
㈪
ま
で
に
登
録
の
申
請

を
し
た
場
合
は
、４
月
１
日
診
療
分

の
医
療
費
か
ら
助
成
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
４
月
16
日
㈫
以
降
に
登

録
の
申
請
を
し
た
場
合
は
、
申
請

日
以
降
の
診
療
分
が
助
成
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
医
療
手

当
係
（
内
線
３
２
８
７
）
／
各
総

合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
１

４
６
／
栗
橋
・
内
線
２
３
８
／
鷲

宮
・
内
線
１
６
６
）

　

国
の
予
防
接
種
制
度
の
改
正
に

伴
い
、
定
期
予
防
接
種
に
次
の
と

お
り
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
接
種
期
限
の
延
長

　

４
月
１
日
㈪
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
接

種
期
限
が
「
生
後
６
か
月
に
至
る

ま
で
」
か
ら
「
生
後
１
歳
に
至
る

ま
で
」
に
な
り
ま
し
た
。

●
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
特
例

　

日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
の

積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
（
平
成

17
年
５
月
30
日
～
平
成
22
年
３
月

31
日
）
に
よ
り
、
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
平
成
７
年
６
月
１
日

か
ら
平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
は
、
20
歳
未
満
ま
で

の
間
を
定
期
予
防
接
種
の
対
象
と

す
る
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

４
月
１
日
㈪
か
ら
、
特
例
措
置

の
対
象
に
平
成
７
年
４
月
２
日
か

ら
５
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

も
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

接
種
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

委
託
医
療
機
関
に
予
約
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
過
去
の
接
種
回
数
を

確
認
し
ま
す
の
で
必
ず
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

定
期
の
予
防
接
種
の
機
会
を

逃
が
し
て
し
ま
っ
た
方
へ

　

長
期
の
療
養
等
に
よ
り
定
期
の

予
防
接
種
の
機
会
を
逃
が
し
て
し

ま
っ
た
方
を
対
象
に
1
月
30
日
か

ら
、
定
期
予
防
接
種
の
期
間
が
延

長
と
な
る
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
特
例
措
置
の
規
定
に
該

当
す
る
可
能
性
の
あ
る
方
は
、
各

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
医
師
の
診
断
書
や
意
見

書
な
ど
証
明
で
き
る
も
の
が
必
要

で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
（
中

央　

☎
21
・
５
３
５
４
／
菖
蒲　

☎
85
・
７
０
２
１
／
栗
橋　

☎

52
・
５
５
７
７
／
鷲
宮　

☎
58
・

８
５
２
１
）

子
ど
も
医
療
費
（
通
院
）
の

支
給
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
し
た

定
期
予
防
接
種
の
変
更
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）
と

未
熟
児
養
育
医
療
給
付
の
申
請
窓
口
が

市
の
窓
口
に
変
わ
り
ま
す
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●
勤
務
先
を
退
職
等
し
た
場
合

　

勤
務
先
の
退
職
等
に
よ
り
社
会

保
険
・
共
済
組
合
等
を
脱
退
し
、

健
康
保
険
を
任
意
継
続
し
て
い
な

い
方
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の　

本
人
を
確
認
で

き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
、

社
会
保
険
等
の
資
格
喪
失
日
が
分

か
る
書
類
（
健
康
保
険
資
格
喪
失

証
明
書
・
雇
用
保
険
離
職
票
・
退

職
証
明
等
）

●
会
社
等
へ
就
職
し
た
場
合

　

会
社
等
へ
の
就
職
に
よ
り
、
社

会
保
険
・
共
済
組
合
等
に
加
入
し

た
方
は
、
国
民
健
康
保
険
脱
退
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の　

今
ま
で
お
使
い

の
国
民
健
康
保
険
者
証
、
新
し
い

社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
証

●�

解
雇
な
ど
に
よ
る
失
業
者
の
特

例
（
非
自
発
的
失
業
者
の
国
民

健
康
保
険
税
軽
減
）

　

勤
務
先
の
倒
産
・
解
雇
な
ど
非

自
発
的
な
理
由
に
よ
り
離
職
し
た

方
は
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
を
持
参
の
上
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※�
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
に
記

載
さ
れ
て
い
る
離
職
理
由
番
号

が
「
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、

31
、
32
、
33
、
34
」
の
方
が
対

象
で
す
。

※�

特
例
受
給
資
格
者
証
、
高
年
齢

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
方

は
軽
減
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※�

離
職
者
本
人
の
給
与
所
得
の
み

が
軽
減
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

軽
減
適
用
期
間
は
離
職
日
よ
り

最
大
で
２
年
間
で
す
（
離
職
日

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）
。

●�

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ

る
場
合

　

前
年
の
世
帯
総
所
得
金
額
等

（
退
職
所
得
金
額
を
除
く
）
が
一

定
基
準
（
世
帯
構
成
に
よ
り
異
な

る
）
を
下
回
る
場
合
は
、
国
民
健

康
保
険
税
の
均
等
割
額
を
軽
減
し

ま
す
。
た
だ
し
、
同
一
世
帯
内
に

所
得
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方

が
い
る
場
合
は
、
軽
減
が
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

届
け
出
先
・
問
合
せ　

国
民
健
康

保
険
課
保
険
税
係
（
内
線
３
４
５

２
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
２
０
／
栗
橋
・
内
線

２
１
４
／
鷲
宮
・
内
線
１
２
７
）

助
成
回
数　

年
度
中
１
回

助
成
対
象

・�

国
民
健
康
保
険
に
継
続
し
て
１

年
以
上
加
入
し
、
納
期
到
来
分

の
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世

帯
の
方

・�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
で
、
納
期
到
来
分
の
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
方

対
象
医
療
機
関
・
助
成
額
等

①
委
託
医
療
機
関（
人
間
ド
ッ
ク
）

久
喜
地
区
…
愛
生
会
病
院
／
あ
ら

い
胃
腸
科
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
／

新
井
病
院
／
管
理
セ
ン
タ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
／
久
喜
総
合
病
院
／
久
喜

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
小
島

医
院
／
斎
藤
医
院
／
サ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク　

鷲
宮
地
区
…
相
沢
内
科

医
院
／
岸
田
医
院

助
成
額　

２
万
７
１
７
０
円
（
自

己
負
担
額
１
万
円
）

申
請
時
期　

受
診
前

申
請
時
に
持
参
す
る
も
の　

保
険
証

②
契
約
医
療
機
関（
人
間
ド
ッ
ク
）

済
生
会
栗
橋
病
院
／
北
本
共
済
病

院
人
間
ド
ッ
ク
健
診
セ
ン
タ
ー

（
桶
川
市
）
／
藤
間
病
院
総
合
健

診
シ
ス
テ
ム
（
熊
谷
市
）

助
成
額　

２
万
円
（
特
別
検
査
有

り
の
場
合
は
３
０
０
０
円
増
し
）

※
検
診
費
用
が
上
限
で
す
。

申
請
時
期　

受
診
前（
医
療
機
関
へ

予
約
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。）

申
請
時
に
持
参
す
る
も
の　

保
険
証

③
そ
の
他

①
②
以
外
の
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
場
合

助
成
額　

２
万
円
（
特
別
検
査
有

り
の
場
合
は
３
０
０
０
円
増
し
）

※
検
診
費
用
が
上
限
で
す
。

申
請
時
期　

受
診
後

申
請
時
に
持
参
す
る
も
の　

保
険

証
、
領
収
書
、
検
査
項
目
の
分
か

る
も
の
、
振
込
先
口
座
番
号

申
請
先
・
問
合
せ　

国
民
健
康
保

険
課
国
保
管
理
係
（
内
線
３
４
４

２
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
２
２
／
栗
橋
・
内
線

２
１
５
／
鷲
宮
・
内
線
１
２
７
）

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

平
成
25
年
度
人
間
ド
ッ
ク･

脳
ド
ッ
ク

検
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

久喜市東日本大震災被災者支援基金
　～南栗橋地区の液状化など

市内で被災された方々のために～　
寄附金総額　19,175,640円（２月28日現在）

ご厚意ありがとうございます
　寄附をいただいた次の方に感謝状をお贈りしま
した。（敬称略）

感謝状
【10万円】久喜明るい社会づくりの会

問合せ　企画政策課企画政策係（内線2283）

　

配
偶
者
が
定
年
（
60
歳
）
で
会

社
を
退
職
し
た
と
き
、
扶
養
と

な
っ
て
い
る
妻
ま
た
は
夫
（
60
歳

未
満
）
は
、
年
金
の
届
け
出
（
３

号
か
ら
１
号
へ
）
が
必
要
で
す
。

届
け
出
の
際
は
年
金
手
帳
と
退
職

日
を
証
明
で
き
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
の
加
入
記
録
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
に
は
、

ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

が
必
要
で
す
。
申
込
方
法
等
は
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nenkin.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
課
市
民
係
（
内
線

２
６
６
３
）
／
各
総
合
支
所
市
民

課
（
菖
蒲
・
内
線
１
２
１
／
栗
橋
・

内
線
２
１
５
／
鷲
宮
・
内
線
１
２

６
）
／
春
日
部
年
金
事
務
所　

☎

０
４
８
・
７
３
７
・
７
１
１
４

年
金
コ
ラ
ム

●
種
別
変
更
の
届
け
出
が

　

必
要
で
す

● 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
年
金

の
加
入
記
録
が
確
認
で
き

ま
す



11 広報  くき  2013（平成25年）.4

　

例
年
、
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
か

ら
の
除
外
の
申
し
出
は
、
５
月
と
11
月
の
年

２
回
受
け
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
25
年

度
か
ら
の
農
業
振
興
整
備
計
画
全
体
の
見
直

し
に
伴
い
、
受
付
期
間
を
７
月
の
年
１
回
に

変
更
し
ま
す
。

　

11
月
の
受
け
付
け
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
に
自
己
用
住
宅
・

農
業
用
施
設
等
の
建
築
、
市
内
に
あ
る
事
業

所
が
資
材
置
場
、
駐
車
場
等
を
新
設
ま
た
は

拡
張
す
る
場
合
は
、
農
用
地
区
域
か
ら
の
除

外
の
申
し
出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

除
外
の
申
し
出
は
、
ほ
か
の
農
用
地
に
悪

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
な
土
地
を
選
定
の

上
、
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
し
出
を

さ
れ
た
土
地
の
位
置
・
形
状
お
よ
び
面
積
等

の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
検
討
の

上
、
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
け
付
け
は
市
役
所
本
庁
舎
で
行
い
ま

す
。
各
総
合
支
所
窓
口
で
は
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

７
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮　

８
時

30
分
～
12
時
／
13
時
～
17
時
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

受
付
場
所
・
問
合
せ　

農
業
振
興
課
農
業
振

興
係
（
内
線
２
８
６
２
）

　

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業
と
は
、
看

護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
取
得
す

る
た
め
に
、
２
年
以
上
養
成
機
関
等
で
修
業

す
る
母
子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭
の
方
を
助

成
す
る
事
業
で
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
入
学
者
の
取
り
扱
い
が
次

の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

①
支
給
対
象
の
拡
大

　

支
給
対
象
を
母
子
家
庭
の
母
だ
け
で
な

く
、
父
子
家
庭
の
父
に
も
拡
大
し
ま
す
。

②
支
給
期
間
の
変
更

　

支
給
期
間
が
、
最
長
３
年
か
ら
２
年
に
な

り
ま
す
。

申
請
先
・
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
医
療
手

当
係
（
内
線
３
２
８
６
）
／
各
総
合
支
所
福

祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
４
６
／
栗
橋
・
内
線

２
３
８
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
７
）

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
は
、
平
成
25
年

４
月
診
療
分
か
ら
、
市
内
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
受
診
し
た
場
合
も
、
医
療
費

の
支
払
い
が
不
要
に
な
り
ま
す
（
医
療
保
険

適
用
外
の
も
の
は
除
く
）
。

　

受
診
の
と
き
に
、
健
康
保
険
証
の
ほ
か

「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
」
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
国
保
・
社
保
加
入
の

受
給
者
は
、
保
険
診
療
分
が
１
医
療
機
関
に

つ
き
月
額
２
万
１
０
０
０
円
未
満
の
と
き
、

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
の
受
給
者
は
、
全
額
、

医
療
費
の
支
払
い
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

国
保
・
社
保
加
入
の
受
給
者
で
月
の
途
中

で
保
険
診
療
の
一
部
負
担
金
が
２
万
１
０
０

０
円
以
上
に
な
っ
た
場
合
は
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
医
療
費
を
支
払
い
、
発
行
さ

れ
る
レ
シ
ー
ト
お
よ
び
「
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
請
求
書
」
を
障
が
い
者
福
祉
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

提
出
先
・
問
合
せ　

障
が
い
者
福
祉
課
障
が

い
者
福
祉
係
（
内
線
３
２
４
８
）
／
各
総

合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
９
１
５
／
栗

橋
・
内
線
２
４
８
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
５
）

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
の
申
し
出
の

受
付
期
間
を
変
更
し
ま
す

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業
の

入
学
者
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
を

受
給
し
て
い
る
方
へ

「
同
和
問
題
」
と
は

　

日
本
の
歴
史
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
差
別

が
い
ま
だ
に
残
り
、
「
同
和
地
区
に
住
ん
で

い
る
」
「
同
和
地
区
に
生
ま
れ
た
」
と
い
う

理
由
で
、
結
婚
、
就
職
な
ど
の
面
で
差
別
を

受
け
、
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
が
侵

害
さ
れ
る
と
い
う
、
日
本
固
有
の
重
大
な
人

権
問
題
で
す
。

「
え
せ
同
和
行
為
」
と
は

　

個
人
、
企
業
、
行
政
機
関
な
ど
に
対
し
て
、

同
和
問
題
の
解
決
に
努
力
し
て
い
る
よ
う
に

装
い
「
高
額
な
図
書
の
購
入
強
要
」
や
「
寄

附
金
・
賛
助
金
の
強
請
」
な
ど
の
不
法
、
不

当
な
行
為
や
要
求
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

え
せ
同
和
行
為
の
横
行
は
、
そ
の
不
当
な

行
為
に
よ
り
、
企
業
の
み
な
ら
ず
、
国
民
の

間
に
、
同
和
問
題
に
対
す
る
誤
っ
た
意
識
を

植
え
つ
け
、
新
た
な
差
別
意
識
を
生
む
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
多
く

の
人
々
が
積
み
重
ね
て
き
た
教
育
と
啓
発
活

動
の
効
果
を
一
挙
に
覆
す
許
さ
れ
な
い
行
為

で
す
。

え
せ
同
和
行
為
は
断
固
拒
否
し
ま
し
ょ
う

　

え
せ
同
和
行
為
者
が
、
激
し
い
言
葉
で
要

求
し
て
き
て
も
、
断
固
拒
否
し
、
終
始
毅き

然ぜ
ん

と
し
た
態
度
で
対
応
し
、
決
し
て
妥
協
し
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

久
喜
市
を
含
む
埼
葛
郡
市
12
市
町
で
は
、

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
連
携
し
て
人
権
教

育
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
毎
年
４
月
を
「
埼
葛
え
せ
同

和
行
為
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
、
同
和
問

題
の
解
決
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
「
え
せ
同

和
行
為
の
排
除
」
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

人
権
推
進
課
人
権
推
進
係
（
内
線

２
３
２
１
）
／
各
総
合
支
所
総
務
管
理
課

（
菖
蒲
・
内
線
２
１
５
／
栗
橋
・
内
線
３
２

２
／
鷲
宮
・
内
線
３
１
９
）

え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う

人
権
そ
れ
は
愛
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④ 

栗
橋
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
監
視
員
ア
ル
バ
イ
ト

勤
務
期
間　

６
月
２
日
㈰
、
６
月

22
日
㈯
～
８
月
31
日
㈯
（
予
定
）

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
12
時
／

13
時
～
16
時
／
16
時
～
19
時

※�

各
時
間
帯
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
（
複
数
勤
務
可
）。
曜
日
、

勤
務
時
間
な
ど
応
相
談
。

業
務
内
容　

プ
ー
ル
の
監
視
お
よ

び
施
設
管
理
業
務
等

応
募
資
格　

16
歳
か
ら
50
歳
ま
で

の
健
康
な
方

募
集
人
数　

15
人
程
度

時
給　

８
８
０
円

募
集
期
限　

５
月
20
日
㈪

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
21
時

※
休
館
日
は
17
時
ま
で

申
込
方
法
・
問
合
せ　

臨
時
職
員

登
録
申
込
書
（
栗
橋
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
明
記
（
写
真

貼
付
）
の
上
、
直
接
、
同
セ
ン

タ
ー
（
☎
52
・
５
５
１
０
）
へ

⑤ 

わ
し
の
み
や
コ
ス
モ
ス
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員

　

10
月
に
開
催
予
定
の
「
わ
し
の

み
や
コ
ス
モ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

３（
仮
称
）」
の
企
画
や
運
営
に
興

味
が
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
で
夜
間
の

会
議
に
出
席
で
き
る
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

募
集
人
数　

10
人
程
度　

会
議
開
催
の
予
定　

月
１
回
程
度

（
５
月
～
10
月
）

募
集
期
限　

４
月
30
日
㈫

応
募
方
法
・
問
合
せ　

応
募
用
紙

（
鷲
宮
総
合
支
所
環
境
経
済
課
、

各
公
共
施
設
で
配
布
）
に
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
わ
し
の
み
や
コ

ス
モ
ス
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事

務
局
（
〒
３
４
０

－

０
２
９
５　

所
在
地
記
入
不
要　

鷲
宮
総
合
支

所
環
境
経
済
課
内　

内
線
２
２
３

／
FAX�

58
・
８
６
３
０
）
へ

⑥ 

健
康
・
食
育
ま
つ
り
実
行
委
員

　

市
で
は
、「
平
成
25
年
度
健
康
・

食
育
ま
つ
り
」
の
開
催
に
向
け
て

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

募
集
人
数　

20
人
程
度

会
議
開
催
の
予
定　

８
回
程
度

募
集
期
限　

４
月
30
日
㈫　

消
印

有
効

応
募
方
法
・
問
合
せ　

住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・

応
募
動
機
を
明
記
（
様
式
自
由
）

の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
健
康
医
療
課

健
康
企
画
係
（
〒
３
４
６

－

８
５

０
１　

所
在
地
記
入
不
要　

内
線

３
４
２
２
／
FAX�

22
・
３
３
１
９
／

Ｅ
メ
ー
ルkenkoiryo@

city.�
kuki.lg.jp

）
へ

①
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
員

　

10
月
1
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、

全
国
で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
実
施
に

伴
い
、
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

20
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

で
健
康
な
方

※�

税
務
、
選
挙
、
警
察
に
直
接
関

係
の
な
い
方

期
間　

お
お
む
ね
8
月
下
旬
～
10

月
下
旬

内
容　

受
け
持
ち
地
区
の
世
帯
へ

の
調
査
票
配
布
・
回
収
、
書
類
の

点
検
・
整
理
等

※�

調
査
終
了
後
に
報
酬
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

調
査
項
目　

世
帯
、
住
居
、
土
地

な
ど
に
関
す
る
事
項

募
集
人
数　

40
人
程
度

申
込
期
限　

5
月
15
日
㈬

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

企
画
政
策
課
統
計
係
（
内
線
２
２

８
４
）
へ

②
民
生
委
員
推
薦
会
委
員

内
容　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

一
斉
改
選
時
お
よ
び
欠
員
が
生
じ

た
場
合
に
県
へ
推
薦
す
る
候
補
者

の
選
任

応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

募
集
人
数　

２
人
（
選
考
）

委
員
の
任
期　

委
嘱
日
か
ら
３
年

会
議
開
催
の
予
定　

年
３
回
程
度

募
集
期
限　

４
月
30
日
㈫　

必
着

応
募
方
法
・
問
合
せ　

住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）

を
明
記
の
上
、持
参
ま
た
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
社
会
福

祉
課
社
会
福
祉
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　

所
在
地
記
入
不
要

内
線
３
２
２
４
／
FAX�

23
・
０
６
９

９
／
Ｅ
メ
ー
ルshakaifukushi

@
city.kuki.lg.jp

）
ま
た
は
各
総

合
支
所
福
祉
課
へ

選
考
お
よ
び
結
果　

公
募
選
考
委

員
会
で
選
考
し
ま
す
。
選
考
結
果

は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

③
市
民
参
加
推
進
員

　

市
民
参
加
推
進
員
制
度
は
、
市

民
参
加
推
進
員
に
登
録
さ
れ
た
市

民
の
方
が
、
自
ら
積
極
的
な
市
民

参
加
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
、
多
く
の
方
に
市
民
参
加

を
働
き
か
け
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。

推
進
員
の
役
割　

市
か
ら
送
付
さ

れ
る
市
民
参
加
に
関
す
る
情
報
に

基
づ
き
、
興
味
の
あ
る
も
の
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ら
の
情
報

を
多
く
の
市
民
の
方
に
周
知
す
る

情
報
提
供
の
内
容　

附
属
機
関
の

委
員
募
集
、
市
民
意
見
提
出
制
度

に
よ
る
意
見
募
集
、市
民
説
明
会
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催
、
ア

ン
ケ
ー
ト
協
力
の
依
頼
な
ど
、
市

民
参
加
に
関
す
る
情
報

情
報
提
供
の
方
法　

原
則
と
し
て

月
に
１
回
程
度
、
事
前
に
登
録
さ

れ
た
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報

を
ま
と
め
て
送
信
（
Ｅ
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
お
持
ち
で
な
い
方
に

は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
等
で
送
付
）

登
録
資
格　

13
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

登
録
期
間　

登
録
し
た
日
の
属
す

る
翌
年
度
の
末
日
ま
で（
再
登
録

可
）

※
登
録
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

登
録
方
法　
「
市
民
参
加
推
進
員

登
録
事
項
届
出
書
」（
自
治
振
興

課
、
各
総
合
支
所
市
民
課
、
市
民

参
加
コ
ー
ナ
ー
で
配
布
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
自
治
振
興
課
自
治
振

興
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　

所
在
地
記
入
不
要　

FAX�

22
・
３
３

１
９
／
Ｅ
メ
ー
ルjichishinko@

city.kuki.lg.jp

）
へ

そ
の
他　

登
録
さ
れ
た
個
人
情
報

は
市
民
参
加
推
進
員
制
度
の
目
的

以
外
の
利
用
お
よ
び
第
三
者
（
他

の
市
民
参
加
推
進
員
等
）
へ
の
提

供
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

自
治
振
興
課
自
治
振
興

係
（
内
線
２
６
２
３
）

募
集
し
ま
す
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市
で
は
、
持
ち
込
み
に
よ
る
食

品
や
飲
料
物
の
放
射
性
物
質
検
査

を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
日
時　

月
～
木
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）　

①
9
時
10
分
～
10
時

20
分　

②
10
時
30
分
～
11
時
40
分

検
査
場
所　

鷲
宮
総
合
支
所
４
階

４
０
３
会
議
室

対
象
者　

市
内
在
住
者
、
市
内
事

業
者
、
市
内
で
活
動
す
る
団
体

対
象
品
目　

市
内
で
消
費
さ
れ
る

食
品
お
よ
び
飲
料
物
（
販
売
目
的

の
も
の
を
除
く
）

※�

自
家
栽
培
野
菜
や
地
下
水
等

（
栽
培
・
採
取
・
購
入
場
所
が

分
か
る
も
の
）

検
体
の
持
ち
込
み　

１
人
に
つ
き

１
回
１
検
体
（
連
続
す
る
検
査
時

間
帯
で
検
査
可
能
な
場
合
は
２
検

体
）

※�

検
体
は
、
洗
浄
の
上
、
細
か
く

刻
ん
だ
も
の
を
ポ
リ
袋
等
に
入

れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

検
査
終
了
後
、
検
体
は
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間　

月
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）　

９
時
～
17
時

予
約
方
法
・
問
合
せ　

検
査
希
望

日
の
前
日
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は

電
話
で
、生
活
安
全
課
市
民
生
活
・

青
少
年
係
（
内
線
２
６
３
３
）
へ

● 

国
が
定
め
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
基
準
値
︵
単
位
：
ベ
ク
レ
ル

／
㎏ 
︶

・
一
般
食
品　

１
０
０

・
乳
幼
児
食
品　

50

・
牛
乳　

50

・
飲
料
水　

10

●
放
射
性
物
質
測
定
検
査
の
結
果

（
平
成
24
年
12
月
1
日
～
平
成
25

年
1
月
31
日
）

検
査
し
た
食
品
等
の
種
類
と
件
数

米
３
件
、
ダ
イ
コ
ン
３
件
、
イ
ノ

シ
シ
肉
、
リ
ン
ゴ
、
み
そ
、
大
豆
、

ハ
ク
サ
イ
が
そ
れ
ぞ
れ
１
件

（
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
）

・
す
べ
て
不
検
出

（
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
）

・
す
べ
て
不
検
出

　花と緑と大空の祭典「第25回久喜市れ
んげ祭り」を開催します。
　れんげ畑で楽しい１日を過ごしてみま
せんか。
日時　４月28日㈰　９時～15時
※小雨決行／雨天の場合は４月29日㈷
場所　所久喜377番地ほか
内容　地元農業者による手打ちそばやも
ち等の各種模擬店、地元伝統芸能の披
露、各種アトラクションほか
その他　農村環境の保全および駐車場に
限りがあることから、車での来場はご遠
慮いただき、バスやタクシーをご利用く
ださい。
問合せ　農業振興課農業振興係
　　　　（内線2862・2863）

れんげ祭りに
遊びにきませんか

蓮
田
市

第
５
回
ふ
る
さ
と
水
辺
ウ
オ
ー
ク

日
時　

５
月
12
日
㈰　

�

受
け
付

け
８
時
30
分
／
開
会
式
９
時

場
所　

蓮
田
市
総
合
市
民
体
育
館

（
パ
ル
シ
ー
）
多
目
的
広
場
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

内
容　

11�

㎞�
コ
ー
ス
／
６
㎞�
コ
ー
ス

費
用　

１
０
０
円

※
当
日
自
由
参
加

問
合
せ　

蓮
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局　

☎
０
４
８
・
７
６
８
・
３
１
１
１

幸
手
市

第
₁₃
回
幸
手
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

期
間　

６
月
上
旬
～
７
月
上
旬

（
予
定
）

場
所　

幸
手
権
現
堂
堤
（
県
営
権

現
堂
公
園
）

内
容　

１
０
０
種
１
万
５
０
０
０

株
以
上
の
色
と
り
ど
り
の
あ
じ
さ

い
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

※
駐
車
場　

４
５
０
台
（
無
料
）�

問
合
せ　

権
現
堂
公
園
管
理
事
務

所　

☎
44
・
０
８
７
３

白
岡
市

白
岡
市
制
施
行
記
念

第
2₀
回
公
民
館
・
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
程　

５
月
25
日
㈯
～
27
日
㈪

場
所　

白
岡
市
立
中
央
公
民
館

（
白
岡
市
小
久
喜
１
２
２
７
の
1
）

内
容　

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
活

動
成
果
発
表

問
合
せ　

白
岡
市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　

☎
92
・
６
０
０
０

宮
代
町

Ｚ
Ｏ
Ｏ
婚
～
掘
り
当
て
よ
う
！

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
愛
～

日
程　

６
月
９
日
㈰
・
12
日
㈬

10
時
～
17
時

場
所　

新
し
い
村
、東
武
動
物
公
園

内
容　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
体
験
、

昼
食
作
り
、
動
物
園
裏
側
見
学
等

対
象　

独
身
男
女（
25
歳
～
45
歳
）

定
員　

各
日
と
も
男
女
そ
れ
ぞ
れ

25
人
（
抽
選
）

費
用　

７
０
０
０
円

申
込
開
始　

４
月
10
日
㈬　

10
時

申
込
み
・
問
合
せ　

新
し
い
村

☎
36
・
３
４
４
１

杉
戸
町

第
₁₀
回
杉
戸
ア
ー
ス
デ
ー

（
環
境
イ
ベ
ン
ト
）

日
程　

６
月
22
日
㈯　

12
時
～
16

時
／
６
月
23
日
㈰　

９
時
～
16
時

場
所　

杉
戸
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
杉
戸
町
大
字
大
島
４
７
７
番
地
８
）

内
容　

杉
戸
町
の
自
然
発
見
ツ

ア
ー（
散
策
）や
体
験
コ
ー
ナ
ー
等

費
用　

無
料（
散
策
は
１
０
０
円
）

※
当
日
自
由
参
加

問
合
せ　

杉
戸
町
環
境
課

　
　
　
　

☎
38
・
０
４
０
１

食
品
や
飲
料
物
の
放
射
性
物
質
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
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写 真 ニュース写 真 ニュース

　３月２日㈯、栗橋文化会館（イリス）で「人権フェ
スタＩＮくりはし」が開催されました。
　人権劇、小・中学生の人権作文の発表や園児によ
るアトラクションが行われ、来場者から惜しみない
拍手が送られていました。

　２月17日㈰、鷲宮公民館で鷲宮公民館まつりが開
催されました。
　コーラス、舞踊や楽器演奏などの発表が行われ、
出演者は、日ごろの練習の成果を披露していました。

人権フェスタ  ＩＮ  くりはし

鷲宮公民館まつり

　２月23日㈯・24日㈰、森下公民館で森下公民館ま
つりが開催されました。
　当日は生け花、フラワーアレンジメント、押し花、
油絵、写真、手芸などの作品が展示され、訪れた方
はそれぞれに足を止め、作品に見入っていました。

森下公民館まつり

▲なずな保育園の発表

▲劇団イリス人権劇公演（夜明け）

▲来場者の様子

▲鷲宮ウクレレ会の演奏

　２月25日㈪、久喜総合文化会館で「故坂本友雄さ
んとのお別れの会」がしめやかに行われました。
　お別れ会では、約460人が参列され、田中市長と
名誉市民の鈴

す ず き

木芳
よ し お

男さんによる弔辞の後に、全員で
献花が行われました。参列された方々は、故人との
別れを惜しんでいました。

名誉市民　故坂
さ か も と

本友
と も

雄
お

さんとのお別れの会

　３月５日㈫、
市は、生活協
同組合さいた
まコープ（現：
コープみら
い）と災害時
における応急
生活物資供給
等の協力に関する協定を締結しました。
　この協定は、災害時に食料品や日用品などの応急
生活物資の提供と運搬の協力をいただくもので、締
結により、地域の安全・安心が一層高まることが期
待されます。

災害時における応急生活物資供給
等の協力に関する協定を締結
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～市内小学校のさまざまな活動を紹介します～⑦

私 た ち の 学 校 自 慢 問合せ　指導課指導係（内線4262）

三箇小学校 栢間小学校
本
ほ ん だ せ い ろ く

多静六博士の意志を
引き継いで
　本校は、「日本の公園
の父」といわれる本多静
六博士（1866～1952）の
母校です。博士の「人生
は努力であり、努力は幸
福を生む」の精神を引き継ぎながら、「自立への
基礎を培う潤いと活気に満ちた学校づくり」を目
指しています。
　６年生が毎年、社会科見学で日比谷公園を訪れ
て、博士ゆかりの「首かけイチョウ」に触れる学
習や、菖蒲「道のオアシス」にある博士の記念公

園の花壇の手入れもしてい
ます。
　また、校内に「本多静六
博士資料室」があり、全校
児童が博士の偉業を学んだ
り、地域の方に博士を紹介
したりする機会を設けてい
ます。

明るく笑顔　輝く瞳
自信と誇りをもった子ど
もたち
　本校は、明治６年の開
校以来、地域とともに
歩んできた伝統ある学校
です。大イチョウや樹齢
を重ねた桜をはじめ、緑豊かな環境の中で、明る
く素直な子どもたちがのびのびと活動しています。
秋には、地域の方にも出品していただく作品展や
老人会の皆さんと一緒に昔遊びを楽しむ集会、栢
間地区青少年を守る会による「グラウンドゴルフ
＆餅つき大会」なども行われています。

　また、外国語活動で「自
ら学び、積極的にコミュニ
ケーションを図ろうとする
子」の育成を推進してきま
した。今後、さらに全教科
にも広げ、「安全・楽しく・
力がつく学校」を目指して
いきます。

▲首かけイチョウに触れる学習 ▲昔の遊び集会

▲道のオアシスの花壇手入れ 　▲外国語活動
　　（ハロウィーン集会）

　私たちは昨年４月に発足した素人の蕎麦打ちの会
で、現在28人で活動しています。蕎麦打ちに対する思
いは熱く、蕎麦打ち暦10年以上という会員もいます。
　市の「蕎麦打ち教室」の講師やボランティア活動
なども行っています。地域との交流を深めながら、
麺文化の普及に努めています。
　蕎麦打ちを通じて仲間づくりをし、社会貢献をし
ながら、心豊かな人生が送れたらと思っています。
　皆さんも私たちと一緒に蕎麦打ちを楽しみません
か。
活動日時　毎週水・土曜日　９時～18時
活動場所　栗橋コミュニティセンター（くぷる）
問 合 せ　樽

た る み

見　☎090－2406－5931

彩
さ い き ょ う

蕎一
い ち も ん か い

門会
13

さ い き ょ う い ち も ん か い

いきいきサークル

アイドルアイドルわがやの

徳
とくやま

山　耀
よう

くん（10か月）
（栗原３）

毎日たくさん遊ぼうね!!

野
の は ら

原　陽
ひ

向
なた

くん（１歳）
（本町２）

パパより大きくなるゾ！

石
い し い

井　匠
たく

弥
み

くん（５歳）（右）
　　　花

か な ん

那ちゃん（２歳）（左）
（菖蒲町上栢間）
仲良し兄妹です♡

忍
お し だ

田　真
ま お

生ちゃん（１歳）
（栗橋東２）
元気いっぱい
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久
喜
警
察
署
と
久
喜
地
方
交
通

安
全
協
会
で
は
、
平
成
25
年
度
優

良
運
転
者
の
表
彰（
自
己
申
告
制
）

を
行
い
ま
す
。

申
請
資
格　

次
の
①
か
ら
③
ま
で

の
全
て
に
該
当
す
る
方

①�

久
喜
地
方
交
通
安
全
協
会
に
加

入
し
て
い
る
方

②
過
去
５
年
以
内
に
同
協
会
か
ら

　

表
彰
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

③
過
去
10
年
以
内
に
罰
金
以
上
の

　

刑
罰
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
な

　

い
方

表
彰
内
容

・�

５
年
ご
と
の
表
彰
（
５
年
・
10

年
・
15
年
な
ど
）
で
、
各
期
間

に
継
続
し
て
交
通
事
故
・
違
反

が
な
い
こ
と

※
対
象
は
40
年
ま
で

・�

運
転
を
業
と
し
て
い
る
方
は
、

　

５
年
以
上
の
運
転
経
験
が
あ
り
、

　

�

過
去
３
年
以
内
に
交
通
事
故
・

違
反
が
な
い
こ
と

※�

運
転
業
務
経
歴
証
明
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法　

表
彰
申
請
書
に
無
事

故
無
違
反
証
明
書
（
本
人
が
郵
送

で
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

へ
申
請
／
手
数
料
６
３
０
円
、
返

送
ま
で
約
2
週
間
か
か
り
ま
す
。）

と
交
通
安
全
協
会
会
員
証
を
添
え

て
、
最
寄
り
の
交
番
・
駐
在
所
・

久
喜
地
方
交
通
安
全
協
会
事
務
局

（
久
喜
警
察
署
内
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
類
は
各
提
出
先
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

申
請
書
類
配
布
期
間　

4
月
1
日

㈪
～
30
日
㈫

申
請
期
間　

4
月
15
日
㈪
～
5
月

17
日
㈮

表
彰
式
予
定
日　

7
月
28
日
㈰

問
合
せ　

同
協
会

　
　
　
　

☎
22
・
８
８
１
０

　

市
で
は
、
国
際
交
流
基
金
日
本

語
国
際
セ
ン
タ
ー
研
修
生
（
海
外

で
日
本
語
を
教
え
る
外
国
人
教
師
）

が
、
日
本
の
家
庭
生
活
を
体
験
す

る
目
的
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る

際
の
受
け
入
れ
家
庭
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

宿
泊
日
程　

原
則
、
土
曜
日
か
ら

日
曜
日
ま
で
の
１
泊
２
日

※�

年
７
回
の
日
程
か
ら
受
け
入
れ

希
望
日
を
登
録

登
録
条
件

①�

市
内
在
住
で
、
研
修
生
の
宿
泊

用
に
１
部
屋
提
供
で
き
、
家
族

で
受
け
入
れ
が
で
き
る
こ
と

②�

受
け
入
れ
日
に
、
日
本
語
国
際

セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
北
浦
和
駅
か

ら
徒
歩
約
８
分
）
ま
で
研
修
生

を
迎
え
に
行
く
こ
と
が
で
き
る

こ
と

登
録
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
・

氏ふ
り
が
な名
・
電
話
番
号
を
自
治
振
興
課

自
治
振
興
係
（
内
線
２
６
２
３
／

FAX�

22
・
３
３
１
９
／
Ｅ
メ
ー
ルji

chishinko@
city.kuki.lg.jp

）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、
申

込
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
明
記
の
上
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
自
治
振
興
課
へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

優
良
運
転
者
表
彰
の

申
請
に
つ
い
て

お知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせ
久 喜 市 役 所 ☎22－1111
菖蒲総合支所 ☎85－1111
栗橋総合支所 ☎53－1111
鷲宮総合支所 ☎58－1111

お
知
ら
せ

海
外
日
本
語
教
師
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
け
入
れ
家
庭

募
　
集

試験区分
採用
予定
人員

受験資格
（年齢は平成25年４月１日現在）

Ⅰ　類

男性 220人 昭和58年４月２日以降に
生まれた人（29歳まで）
で、大学を卒業（見込み）
の人女性 25人

Ⅱ　類

男性 20人

昭和58年４月２日から平
成6年４月１日までに生ま
れた人（19～29歳）で、
短大・専修学校（２年制
以上の専門課程）等を卒
業（見込み）の人または
大学に２年以上在学し、
62単位以上取得（見込
み）の人
※Ⅰ類該当者を除く

女性 10人

Ⅲ　類

男性 70人 昭和58年４月２日から平
成7年４月１日までに生ま
れた人（18～29歳）で、
Ⅰ類・Ⅱ類に該当しない人女性 10人

武道・
体育指
導Ⅰ類

柔道 １人 Ⅰ類の受験資格を有し、
卓越した柔道または剣道
の技術を有する、いずれ
も段位が４段以上（大学
卒業見込みの人に限り３
段を含む）の人剣道 １人

第１次試験日　５月12日㈰
申込期間（持参・郵送）　４月１日㈪～15日㈪
消印有効
問合せ　久喜警察署警務課　☎24－0110（内線
211）／幸手警察署警務課　☎42－0110／埼玉
県警察採用センター　☎0120－373514（土・日
曜日を除く８時30分～17時15分）

平成25年度埼玉県
警察官採用試験（第１回）
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◆
1
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
通
訳

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

同
協
会
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

オ
レ
ゴ
ン
州
ロ
︱
ズ
バ
ー
グ
市（
旧

菖
蒲
町
の
姉
妹
都
市
）
と
20
年
に

わ
た
り
、
親
善
交
流
事
業
を
行
っ

て
い
る
市
民
団
体
で
す
。

　

10
月
に
ロ
ー
ズ
バ
ー
グ
成
人
訪

問
団
が
久
喜
市
を
訪
問
す
る
た
め
、

宿
泊
先
と
な
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
通
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

10
月
16
日
㈬
～
24
日
㈭

募
集
人
数　

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

申
込
期
限　

７
月
31
日
㈬

◆
2
新
規
会
員

　

同
協
会
で
は
、
国
際
交
流
に
興

味
の
あ
る
方
や
ご
自
身
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
方
な
ど
の
新

規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
会
費
︵
１
口
︶　

個
人
１
０
０

０
円
／
団
体
１
万
円

︻
1
・
2
共
通
︼

申
込
方
法
・
問
合
せ　

直
接
、
同

協
会
事
務
局　

島し
ま
ざ
き崎
（
☎
85
・
１

０
０
２
／
FAX�

85
・
２
３
４
１
）
へ

　

久
喜
市
観
光
協
会
で
は
、
平
成

25
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

同
協
会
は
、
久
喜
市
の
魅
力
を

広
く
宣
伝
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

の
文
化
、
産
業
、
経
済
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

伝
統
行
事
の
振
興
や
観
光
資
源

の
発
掘
・
創
出
な
ど
、
市
の
観
光

事
業
の
推
進
を
一
緒
に
行
い
ま
せ

ん
か
。

会
費
︵
１
口
以
上
︶

・�

普
通
会
員
（
個
人
）　

１
０
０

０
円

・�

特
別
会
員
（
観
光
関
係
団
体
）

３
０
０
０
円

・�
賛
助
会
員
（
企
業
、
久
喜
地
区

内
団
体
）　

１
万
円

申
込
み
・
問
合
せ　

同
協
会　

☎

21
・
８
６
３
２
／
FAX�

31
・
９
１
７
８

　

県
で
は
、
食
品
販
売
店
で
買
い

物
を
し
な
が
ら
、
食
品
の
表
示
を

確
認
し
、
定
期
的
に
報
告
（
年
間

20
店
舗
程
度
）
す
る
調
査
員
を
募

集
し
ま
す
。

対
象　

20
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

定
員　

１
０
０
人
（
選
考
）

任
期　

６
月
～
平
成
26
年
３
月

※�

報
告
に
応
じ
て
、
年
間
８
０
０

０
円
の
謝
金
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他　

次
の
日
程
で
研
修
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
ず
れ
か

の
会
場
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

・
６
月
13
日
㈭
（
熊
谷
市
）

・
６
月
14
日
㈮
（
さ
い
た
ま
市
）

※
そ
れ
ぞ
れ
午
後
に
実
施
し
ま
す
。

申
込
期
限　

４
月
22
日
㈪　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

は
が
き
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住

所
・
氏ふ

り

名が
な

・
電
話
番
号
・
年
齢
・

職
業
・
応
募
理
由
（
１
０
０
字
程

度
）
を
明
記
の
上
、
県
農
産
物
安

全
課
総
務
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
担
当
（
〒

３
３
０

－

９
３
０
１　

所
在
地
記

入
不
要　

☎
０
４
８
・
８
３
０
・

４
１
１
０
／
FAX
０
４
８
・
８
３
０
・

４
８
３
２
／
Ｅ
メ
ー
ルa4070-06

@
pref.saitam

a.lg.jp

）
へ

◆
作
品
募
集

応
募
資
格　

15
歳
以
上
の
県
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

※
中
学
生
を
除
く

出
品
部
門　

①
日
本
画
（
水
墨
画

含
む
）　

②
洋
画
（
版
画
含
む
）

③
彫
刻　

④
工
芸　

⑤
書（
篆て

ん
こ
く刻
・

刻
字
含
む
）　

⑥
写
真

出
品
点
数　

各
部
門
3
点
ま
で

出
品
手
数
料　

1
点
に
つ
き
３
０

０
０
円

搬
入
期
間　

個
人
搬
入　

5
月
10

日
㈮
～
12
日
㈰
／
業
者
搬
入　

5

月
9
日
㈭
・
11
日
㈯
・
12
日
㈰

各
10
時
～
16
時
30
分

※�

５
月
９
日
の
業
者
搬
入
は
①
②

⑤
の
み
／
13
時
～
16
時
30
分

応
募
方
法　

詳
細
は
、
県
展
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.

saitam
a.lg.jp/site/geibuns

ai/kenten.htm
l

）
ま
た
は
開
催

要
項
（
生
涯
学
習
課
、各
公
民
館
・

図
書
館
・
文
化
会
館
で
配
布
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
展
覧
会

日
程　

５
月
28
日
㈫
～
６
月
19
日

㈬　

各
10
時
～
17
時
30
分

※
月
曜
日
を
除
く

場
所　

県
立
近
代
美
術
館
（
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
常
盤
９
の
30
の
１
）

観
覧
料　

無
料

問
合
せ　

県
生
涯
学
習
文
化
財
課

☎
０
４
８
・
８
３
０
・
６
９
２
１

　

除
堀
の
獅
子
舞
は
、
地
元
で
は

「
さ
さ
ら
」
と
も
呼
ば
れ
、
４
０

０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
４
月
19
日
前
後
の
日
曜
日

に
五
穀
豊
穣
・
悪
疫
退
散
・
災
厄

消
除
を
祈
願
し
、
舞
を
行
い
な
が

ら
集
落
を
回
り
ま
す
。

日
時　

４
月
21
日
㈰　

９
時

行
程　

久ひ
さ

伊い

ず豆
神
社
（
10
時
出
発

予
定
）
～
稲い

な
り荷
神
社
～
七し

ち

社し
ゃ

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

～
不ふ

動ど
う

寺じ

～
諏
訪
神
社
～
久
伊

豆
神
社
（
15
時
帰
着
予
定
）

問
合
せ　

文
化
財
保
護
課
文
化
財
・

歴
史
資
料
係
（
内
線
４
３
２
２
）

久
喜
市
・

ロ
ー
ズ
バ
ー
グ
協
会

埼
玉
県
食
品
表
示

調
査
員

第
₆₃
回
埼
玉
県

美
術
展
覧
会
作
品

久
喜
市
指
定
無
形
民
俗

文
化
財「
除
堀
の
獅
子
舞
」

久
喜
市
観
光
協
会
会
員

催
し
・
講
座
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日
時　

５
月
11
日
㈯　

受
け
付
け

13
時
50
分
／
14
時
～
15
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

会
議
室
１
・
２

内
容　

久
喜
を
知
ろ
う
「
自
然
・

風
土
・
人
物
」

講
師　

奥お
く
ぬ
き貫
和か

ず
お夫
さ
ん
（
埼
玉
県

生
態
系
保
護
協
会
エ
コ
マ
ス
タ
ー
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

40
人
（
申
込
順
）　

申
込
期
間　

４
月
10
日
㈬
～
25
日
㈭

申
込
方
法
・
問
合
せ　

直
接
ま
た

は
電
話
で
、
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
内
線
４
２
８
４
）
へ

　

野
草
研
究
家
と
し
て
著
名
な
長な

が

須す

房ふ
さ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
と
一
緒
に
野
草
観

察
を
楽
し
み
な
が
ら
、
参
加
者
相

互
の
交
流
を
深
め
る
会
で
す
。

日
時　

５
月
12
日
㈰　

鷲
宮
総
合

支
所
駐
車
場
横
９
時
集
合
～
12
時

（
予
定
）

※
小
雨
決
行

内
容　

鷲
宮
地
区
の
初
夏
の
野
草

観
察

費
用　

３
０
０
円
（
保
険
料
、
資

料
代
含
む
）

持
物　

飲
み
物
、
雨
具
、
筆
記
用

具
、
運
動
靴
、
帽
子
、
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
、
カ
メ
ラ
、
ル
ー
ペ
（
お

持
ち
の
方
）

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
久
喜
の
自
然

を
愛
す
る
会
（
旧
久
喜
自
然
愛
好

会
）

申
込
期
限　

４
月
25
日
㈭

申
込
み
・
問
合
せ　

同
会　

藤ふ
じ

浪な
み

☎
22
・
３
７
０
８

日
程　

５
月
19
日
～
６
月
23
日　

各
日
曜
日
（
た
だ
し
、
５
月
26
日

を
除
く
）　

全
５
回　

８
時
30
分

～
９
時
30
分

場
所　

江
面
第
一
小
学
校
体
育
館

内
容　

剣
道
の
基
本
を
学
ぶ

対
象　

小
学
生
以
上
の
男
女

定
員　

30
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　

無
料

持
物　

運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
期
間　

４
月
11
日
㈭
～
30
日
㈫

申
込
み
・
問
合
せ　

久
喜
市
剣
道

連
盟　

飯い
い
だ田　

☎
22
・
２
８
６
５

／
FAX�

21
・
２
０
０
８

日
程　

５
月
５
日
～
６
月
30
日　

毎
週
日
曜
日
（
た
だ
し
、
６
月
９

日
を
除
く
）　

全
８
回　

５
月
中

は
13
時
～
15
時
／
６
月
中
は
15
時

～
17
時

場
所　

総
合
第
１
体
育
館
多
目
的

ホ
ー
ル

講
師　

久
喜
市
社
交
ダ
ン
ス
連
合

会
指
導
担
当
グ
ル
ー
プ

対
象　

20
歳
以
上
の
男
女

費
用　

１
０
０
０
円

定
員　

50
人
（
申
込
順
）

持
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
（
タ

イ
ト
ス
カ
ー
ト
不
可
）
、
室
内
用

ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
運
動
靴

※�

女
性
用
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
に
は

ヒ
ー
ル
カ
バ
ー
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間　

４
月
10
日
㈬
～
30
日
㈫

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

久
喜
市
社
交
ダ
ン
ス
連
合
会　

宮み
や

原は
ら

（
☎
21
・
５
３
０
８
）
へ

日
時　

４
月
18
日
㈭　

受
け
付
け

９
時
30
分
／
10
時
～
11
時

場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
青

葉
団
地
郵
便
局
前
）

内
容　

ヨ
ガ
で
健
康
維
持
と
体
力

ア
ッ
プ
を
図
る

講
師　

古ふ
る
か
わ川
美み

ゆ

き

由
紀
さ
ん
（
足
立

区
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
）

対
象　

一
般
男
女

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

持
物　

バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
、
飲
み
物
、
運
動
の
で
き

る
服
装
、
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル

そ
の
他　

火
曜
日
コ
ー
ス
（
15
時

～
16
時
）
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

申
込
開
始　

４
月
11
日
㈭

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
電

話
番
号
を
明
記
）
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
久
喜

東　

松ま
つ
し
ま島
（
☎
０
９
０
・
９
３
０

０
・
８
５
９
０　

土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
10
時
～
16
時
／
Ｅ

メ
ー
ルsportskh@

qb3.so-net.
ne.jp

）
へ

※
こ
の
事
業
は
平
成
25
年
度
ス

　

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成
を
受

　

け
て
行
い
ま
す
。

日
時　

４
月
17
日
㈬　

受
け
付
け

９
時
30
分
／
10
時
～
11
時
30
分

場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
青

葉
団
地
郵
便
局
前
）

内
容　

バ
ラ
ン
ス
ア
ッ
プ
を
中
心

と
し
た
健
康
体
操

講
師　

森も
り

啓け
い
こ子
さ
ん
（
日
体
協
公

認
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
）

定
員　

15
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

持
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動

の
で
き
る
服
装
、
室
内
用
運
動
靴

申
込
開
始　

４
月
11
日
㈭

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
電

話
番
号
を
明
記
）
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
久
喜

東　

松ま
つ
し
ま島
（
☎
０
９
０
・
９
３
０

０
・
８
５
９
０　

土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
10
時
～
16
時
／
Ｅ

メ
ー
ルsportskh@

qb3.so-net.
ne.jp

）
へ

※�
こ
の
事
業
は
埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
等
派
遣
事
業
の
助
成
を

受
け
て
行
い
ま
す
。

久
喜
市
市
民
大
学
公
開
講
座

第
２
回
市
民
大
学
in
久
喜

野
草
観
察
ふ
れ
あ
い

ウ
オ
ー
ク
「
わ
し
の
み
や
」

初
め
て
の
方
の
た
め
の

社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

久
喜
東
ヨ
ガ
（
木
曜
日

コ
ー
ス
）
体
験
教
室

久
喜
東
シ
ニ
ア

健
康
体
操
体
験
教
室

楽
し
い
剣
道
教
室
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普
段
何
げ
な
く
感
じ
て
い
る
こ

と
を
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

「
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
思
え

る
こ
と
で
、
日
頃
の
悩
み
も
和
ら

ぎ
ま
す
。

日
時　

４
月
25
日
㈭　

10
時
～
12
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

３
階
会
議
室
４

定
員　

15
人
（
申
込
順
）

費
用　

１
０
０
円

そ
の
他　

託
児
あ
り
（
10
人
／
予

約
順
）

※�

１
人
２
０
０
円（
２
人
目
以
降
、

１
人
１
０
０
円
）

申
込
開
始　

４
月
12
日
㈮　

10
時

申
込
み
・
問
合
せ　

子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
久
喜
ん
こ　

前ま
え

原は
ら　

☎
０
９
０
・
２
８
９
７
・
３
８
９
８

◆
菜
園
教
室

日
程　

５
月
11
日
㈯
・
22
日
㈬
、

６
月
１
日
㈯
・
12
日
㈬
、
７
月
６

日
㈯
、
8
月
3
日
㈯
・
31
日
㈯
、

９
月
11
日
㈬
、
10
月
５
日
㈯
・
16

日
㈬
・
26
日
㈯
、
11
月
30
日
㈯

全
12
回　

各
9
時
30
分
～
12
時

※�

雨
天
の
場
合
や
野
菜
の
生
育
状

況
に
よ
り
、
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

内
容　

野
菜
作
り
に
関
す
る
基
本

的
な
講
習
、
各
種
野
菜
の
栽
培

体
験

対
象　

原
則
、
す
べ
て
の
日
程
に

参
加
で
き
る
方

定
員　

15
人
（
申
込
順
）

※�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
初
め

て
参
加
す
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

費
用　

２
０
０
０
円

持
物　

農
作
業
の
で
き
る
服
装
、

軍
手
、
筆
記
用
具

※�
種
、
肥
料
、
農
機
具
等
は
用
意

し
ま
す
。

申
込
開
始　

４
月
12
日
㈮　

12
時

30
分

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係
（
内
線

２
８
６
３
）
へ

※�

参
加
者
が
５
人
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
し
ま
す
。

︱
中
央
図
書
館
︱☎21

・
０
１
１
４

◆
名
作
映
画
会

日
時　

４
月
20
日
㈯　

14
時

内
容　

「
太
陽
が
知
っ
て
い
る
」

１
２
３
分

◆ 

﹁
図
書
館
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

よ

む
よ
む
隊
﹂
隊
員
募
集
！

　

よ
む
よ
む
隊
に
参
加
し
て
本
を

た
く
さ
ん
読
ん
で
み
よ
う
。
目
標

を
達
成
し
た
隊
員
に
は
賞
状
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

対
象　

幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

申
込
期
間　

４
月
23
日
㈫
～
５
月

12
日
㈰

申
込
方
法　

申
込
書
（
中
央
図
書

館
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
明
記

の
上
、
直
接
、
同
図
書
館
へ

留
意
事
項

・�

必
ず
本
人
が
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

・�

参
加
に
は
本
人
の
図
書
館
利
用

券
が
必
要
で
す
。

・�

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

◆ 

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
・
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
講
座

日
程　

５
月
９
日
㈭
・
16
日
㈭

各
10
時
～
12
時
／
５
月
25
日
㈯

（
発
表
会
）　

13
時
30
分
～
14
時

30
分　

全
3
回

内
容　

講
義
、
演
習
、
発
表
会

「
き
い
て
み
よ
う
！　

お
は
な
し

の
世
界
」

※
発
表
会
は
一
般
公
開
し
ま
す
。

場
所　

２
階
視
聴
覚
室

講
師　

伊い
と
う藤
三み

つ
る鶴
さ
ん

対
象　

次
の
①
も
し
く
は
②
に
該

当
し
、
全
３
回
参
加
で
き
る
方

①�

平
成
24
年
度
入
門
講
座
を
受
講

し
た
方

②�

学
校
等
で
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
の
活
動
を
し
て
い
る
方

定
員　

20
人（
前
回
受
講
者
15
人
、

新
規
5
人
／
申
込
順
）

申
込
開
始　

４
月
12
日
㈮　

10
時

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

中
央
図
書
館
へ

◆ 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、赤
ち
ゃ

ん
と
そ
の
保
護
者
に
、
絵
本
を
開

く
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

親
子
で
触
れ
合
う
き
っ
か
け
を
つ

く
る
活
動
で
す
。

　

新
た
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
対
象
に
、
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
程　

５
月
10
日
㈮
・
17
日
㈮　

全
2
回　

各
10
時
30
分
～
12
時

場
所　

２
階
視
聴
覚
室

講
師　

市
立
図
書
館
職
員

対
象　

次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
全

て
に
該
当
す
る
方

①
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

②
全
２
回
参
加
で
き
る
方

③�

講
座
終
了
後
、
市
内
の
各
図
書

館
で
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で

き
る
方

定
員　

20
人
（
各
図
書
館
５
人
／

申
込
順
）

申
込
開
始　

４
月
12
日
㈮　

10
時

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

活
動
を
希
望
す
る
各
図
書
館
（
中

央　

☎
21
・
０
１
１
４
／
菖
蒲　

☎
87
・
１
３
８
８
／
栗
橋　

☎
52
・

２
０
０
０
／
鷲
宮　

☎
58
・
１
０

０
２
）
へ

公
共
施
設
の
催
し

市
立
図
書
館

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

久
喜
ん
こ

し
み
ん
農
園
久
喜

緑
風
館
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︱
青
葉
公
民
館
︱

◆
水
彩
画
教
室
︵
入
門
︶

日
程　

５
月
16
日
・
23
日
・
30
日
、

６
月
６
日　

各
木
曜
日　

全
４
回

13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

２
階
会
議
室

内
容　

水
彩
画
の
基
礎
を
学
ぶ

講
師　

三み
さ
わ澤
禎よ

し
こ子
さ
ん

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

15
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

※
初
め
て
の
方
優
先

費
用　

無
料

申
込
期
限　

４
月
22
日
㈪　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

直
接
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
、
往
復
は
が
き
（
一

人
一
葉
）
に
「
水
彩
画
教
室
（
入

門
）
」
・
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
東
公
民
館
（
〒

３
４
６

－

０
０
１
６　

久
喜
市
久

喜
東
１
の
27
の
20
／
☎
21
・
８
０

３
０
／
Ｅ
メ
ー
ルkukihigashi-

kom
inkan@

city.kuki.lg.
jp

）
へ

※�

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

︱
鷲
宮
公
民
館
︱☎58

・
８
１
４
４

◆
は
じ
め
て
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時　

５
月
12
日
㈰　

９
時
30
分

～
12
時

場
所　

鷲
宮
公
民
館

内
容　

彩
り
ち
ら
し
、お
吸
い
物
、

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
入
り
サ
ラ
ダ
、
豆

腐
団
子
の
き
な
粉
が
け

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
（
２
人
１
組
）

定
員　

12
組
（
申
込
順
）

費
用　

１
組
７
０
０
円（
材
料
費
）

申
込
開
始　

４
月
11
日
㈭　

９
時

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

鷲
宮
公
民
館
へ

◆
健
康
相
談

日
時　

４
月
17
日
㈬　

13
時
30
分

～
15
時

内
容　

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
健
康
体
操

日
時　

４
月
16
日
㈫　

13
時
～
14
時

内
容　

「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　

４
月
24
日
㈬　

10
時
～
11
時

内
容　

パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　

小こ
ば
や
し林
靖や

す
こ子
さ
ん

◆
プ
チ
ラ
ン
ド

日
時　

４
月
18
日
㈭　

10
時
30
分

～
11
時

内
容　

リ
ズ
ム
遊
び
（
歌
、
手
遊

び
）
ほ
か　

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
映
画
会

日
時　

４
月
21
日
㈰　

13
時
30
分

内
容　

「
ぶ
ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま
」

「
は
だ
か
の
王
さ
ま
」

対
象　

小
学
生

◆
ミ
ニ
お
は
な
し
タ
イ
ム

日
時　

４
月
23
日
㈫　

11
時
～
11

時
15
分

内
容　

紙
人
形
劇
「
お
は
な
が
わ

ら
っ
た
」
ほ
か

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
の
び
の
び
タ
イ
ム

日
時　

４
月
23
日
㈫　

11
時
15
分

～
12
時

内
容　

体
位
測
定
な
ど

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
1
前
期
幼
児
ク
ラ
ブ

日
時　

５
月
９
日
・
23
日
、
６
月

６
日
・
27
日　

各
木
曜
日　

全
４

回　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
容　

歌
や
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど

対
象　

平
成
22
年
４
月
２
日
～
平

成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

定
員　

15
組
（
申
込
順
）

◆
2
折
り
紙
ク
ラ
ブ

日
程　

５
月
13
日
㈪
、
６
月
３
日

㈪
、
７
月
１
日
㈪
、
８
月
３
日
㈯
、

９
月
２
日
㈪　

全
５
回　

各
16
時

～
17
時

※�

８
月
３
日
は
10
時
30
分
～
11
時

30
分

内
容　

折
り
紙
で
動
物
や
花
を
製

作
す
る

対
象　

小
学
生

定
員　

15
人
（
申
込
順
）

︻
1
・
2
共
通
︼

申
込
期
間　

４
月
11
日
㈭
～
18
日
㈭

※
休
館
日
は
除
く

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

鷲
宮
児
童
館
へ

◆
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

日
時　

５
月
５
日
㈷　

９
時
30
分

～
15
時

内
容　

ミ
ニ
動
物
園
、
風
船
プ
ー

ル
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
お
茶
会
、
軽

食
（
パ
ン
・
飲
み
物
・
駄
菓
子
等
）

の
販
売

※�

雨
天
の
場
合
、
ミ
ニ
動
物
園
は

中
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他　

当
日
は
15
時
で
閉
館
と

な
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
４
月
か
ら
東
部
・
川

越
比
企
・
北
部
・
秩
父
の
各
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
の
県
民
相
談
を
廃

止
し
、
次
の
と
お
り
、
県
民
相
談

総
合
セ
ン
タ
ー
（
県
庁
）
に
一
本

化
し
ま
す
。

日
時　

県
民
相
談
・
行
政
相
談　

電
話
相
談　

９
時
～
17
時
／
面
談

①
９
時
～
12
時　

②
13
時
～
16
時

（
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
／
法
律
相
談

（
要
予
約
）　

民
事
・
家
庭
問
題　

毎
週
月
・
火
・
木
曜
日
／
サ
ラ

金
・
多
重
債
務
問
題　

第
１
・

２
・
３
金
曜
日
／
司
法
書
士
相
談

第
３
水
曜
日　

各
13
時
～
16
時

（
い
ず
れ
も
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

場
所　

県
庁
第
２
庁
舎
１
階
県
民

相
談
総
合
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

春
日
部
・
川
越
・
熊
谷
・

秩
父
の
各
地
方
庁
舎
で
も
、
同
セ

ン
タ
ー
職
員
等
が
出
張
し
て
各
相

談
を
行
い
ま
す
。
（
春
日
部　

毎

月
第
１
・
２
・
３
水
曜
日
／
川
越

毎
月
第
２
・
３
・
４
火
曜
日
／
熊

谷　

毎
月
第
１
・
３
・
４
水
曜
日

／
秩
父　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

各
９
時
30
分
～
12
時
／
13
時
～
16

時
）

※
法
律
相
談
は
13
時
～
16
時
の
み

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

電
話
相
談
・
予
約
・
問
合
せ　

同

セ
ン
タ
ー　

☎
０
４
８
・
８
３

０
・
７
８
３
０

日
時　

４
月
20
日
㈯　

13
時
～
16
時

※
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

場
所　

埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
４
の
２
の
１
浦
和
高
砂
パ
ー

ク
ハ
ウ
ス
１
階
）

申
込
み　

当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相

談
セ
ン
タ
ー　

☎
０
４
８
・
７
１

０
・
５
６
６
６

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３

相
　
談

公
民
館

鷲
宮
児
童
館

☎
58
・
７
０
５
４

児
童
セ
ン
タ
ー

☎
21
・
８
１
８
１

県
民
相
談
が

変
更
に
な
り
ま
す

遺
言
の
日
記
念

無
料
相
続
問
題
相
談
会
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● 無　料　相　談

交通事故発生状況　２月　※（　）内は平成25年の累計　

人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数

58
（108）

4
（4）

7
（11）

58
（116）

235
（601）

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　２月　※（　）内は平成25年の累計　

建　物 2（11） 急　病 310（ 696）

車両・船舶 0（ 0） 交　通 57（ 120）

その他 0（ 5） その他 141（ 329）

火災件数 2（16） 救急件数 508（1,145）

内　　　容 日　　　時 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談
【要予約】前日まで

４月17日㈬
13時～15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室、和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85－1111（内線215）

４月18日㈭
10時～15時

栗橋総合支所２階
第２会議室、応接室

栗橋総合支所総務管理課
☎53－1111（内線322）

４月22日㈪
10時～12時

鷲宮総合支所４階
405会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58－1111（内線318）

５月10日㈮
13時15分～16時15分

久喜総合文化会館
会議室、研修室１・２

人権推進課人権推進係
（内線2321）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】

４月19日㈮
13時～17時 市役所４階

相談室３
人権推進課男女共同参画係
（内線2322）５月17日㈮

13時～17時

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日８時30分から）

５月13日㈪
13時30分～16時30分

鷲宮総合支所４階
405会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

５月20日㈪
13時30分～16時30分

市役所１階
相談室１･２

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

６月３日㈪
13時30分～16時30分

市役所１階
相談室１・２

菖蒲総合支所４階
第３集会室

行政相談
（国の事務に関すること）

４月16日㈫
９時30分～12時

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

鷲宮総合支所４階
405会議室

４月16日㈫
13時30分～16時

市役所１階
相談室１

菖蒲総合支所４階
第２集会室

消費生活相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活相談室

消費生活相談室　☎22－3925
※相談時間外は、生活安全課
　市民生活・青少年係（内線
　2633）

年金相談
【要予約】

４月17日㈬
９時～12時／13時～15時

市役所１階
相談室１

市民課（総合窓口）市民係
（内線2663）

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所２階
開発建築課

開発建築課建築指導係
（内線3766）

内職相談 毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所１階
相談室１･２

商工観光課商工労働係
（内線2881）

家庭児童相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

市役所１階子育て支援課
※電話相談可

子育て支援課子育て支援係
（内線3283）

子育て相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21－8596
くぷる　　☎55－1147
すまいる　☎59－7510　

児童相談 毎週月～金曜日
（祝日・休館日を除く）９時～ 16時

児童センター／鷲宮児童館
※電話相談可

児童センター　☎21－8181
鷲宮児童館　　☎58－7054

育児相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

各市立保育園
※電話相談可 各市立保育園

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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― 中央保健センター ―
1久喜市がん検診サポーター
　養成講座
　がんは日本人の２人に１人はかか
ると言われている身近な病気です。
がんについて一緒に考えてみません
か。
日時　５月14日㈫　９時30分～10時
30分
場所　中央保健センター２階
内容　がんとはどんな病気か／久喜
市のがん検診について
対象　市内在住者
定員　40人（申込順）
申込開始　４月10日㈬　９時
2減

ヘ ル

る脂
シ ー

講座in久喜
　脂肪を減らし、外見も体の中も
スッキリ＆ヘルシーを目指します。
日程　５月15日㈬～７月31日㈬　各
水曜日　全12回　９時30分～11時30分
※�別途、個別栄養相談が１回ありま
す。

場所　中央保健センター、総合第１
体育館多目的ホール
内容　栄養講話、体力測定、運動実
践など
対象　運動制限がないおおむね40歳
以上64歳以下の市内在住者で、直近

の血液検査の結果、次のいずれかに
当てはまる方
①中性脂肪150mg／dl以上　②ＬＤ
Ｌコレステロール120mg／dl以上　
③ＨＤＬコレステロール40㎎／dl未満
定員　20人（申込順）
※�超えた場合は、平成24年度の「減
る脂講座」に参加したことがない
方を優先

その他　治療中の方は主治医の許可
を得た上でお申し込みください。本
講座と「減る脂講座in栗橋」の両方
の参加はできません。
申込開始　４月15日㈪　９時
3骨の健康チェック
～骨ケア（アンチエイジング）をは
じめてみませんか？～
　自分の骨の状態を知り、骨を丈夫
に保つ生活を考えてみましょう。
日程　①５月16日㈭　②５月17日㈮
③５月22日㈬　各９時30分～15時30分
場所　①②中央保健センター　③ふ
れあいセンター久喜３階会議室
内容　骨密度測定、試食、個別相談
（希望者のみ）など
対象　20歳以上の市内在住者
定員　各96人（申込順）
申込開始　４月10日㈬　９時
【1・2・3共通】
費用　無料
申込方法　直接または電話で、中央
保健センターへ

― 栗橋保健センター ―
◆減

ヘ ル

る脂
シ ー

講座in栗橋
　健康的に体重を減らし、美しい体
を目指す講座です。
日程　５月10日㈮～７月12日㈮　各
金曜日　全10回　13時30分～15時30分
場所　栗橋保健センター
内容　栄養講話、体力測定、運動実
践など
対象　ＢＭＩ（体格指数）25以上の

市内在住者で、生活習慣の改善を考
えている方
※�ＢＭＩの計算方法＝体重（kg）÷
身長（ｍ）÷身長（ｍ）

定員　20人（申込順）
費用　無料
その他　本講座と「減る脂講座in久
喜」の両方の参加はできません。
申込開始　４月10日㈬
申込方法　直接または電話で、栗橋
保健センターへ
◆リズム体操＆リラックスヨガ
　楽しく体を動かし、心も体も健康
リフレッシュ！　初心者向けの運動
教室です。
日程　５月13日・20日・27日　各月
曜日　全３回　13時30分～15時30分
場所　栗橋保健センター
対象　市内在住者
定員　30人（申込順）
費用　無料
申込開始　４月10日㈬
申込方法　直接または電話で、栗橋
保健センターへ

― 鷲宮保健センター ―
◆鷲宮おやじ塾
　お父さん達だって元気で楽しく過
ごしたい！　男性向け、のびのび健
康講座です。
日程　①５月16日　②５月23日　③５
月30日��各木曜日��全３回　９時30分
～11時30分
場所　①鷲宮公民館実習室　②鷲宮
総合支所４階405会議室　③鷲宮公
民館大ホール
内容　調理実習、健康講座（腰痛・
膝痛予防）、ウオーキング指導
対象　おおむね40歳以上の男性
定員　25人（申込順）
申込開始　４月10日㈬　　　　
申込方法　直接または電話で、鷲宮
保健センターへ

診療科目　内科・小児科
受付時間　診療開始30分前から終了30分前まで
所 在 地　本町５－10－47（中央保健センター併設）
※お問い合わせは診療時間内にお願いします。

● 久喜・白岡休日夜間急患診療所

診療日 診療時間

４月７日㈰・14日㈰・21日㈰・
28日㈰ 19時～22時

４月29日㈷、５月３日㈷・４日
㈷・５日㈷・６日㉁ 14時～17時／19時～22時

小児救急電話相談 ＃8000
  ＊ダイヤル回線・IP電話は　☎048−833−7911
休日や夜間の子どもの急病時の対処方法等の相談が受けられます。

月～土曜日：19時～翌朝７時
日曜日・祝日・年末年始：９時～翌朝７時

埼玉県救急医療情報センター県民案内電話
048-824-4199（24時間対応）

県民の皆さんからの電話に応じて、ご要望に近い医療機関
を案内しています。（歯科・精神科案内と医療相談は除く）

☎＆■FAX 21−9090

高齢者肺炎球菌
ワクチン接種費用の

一部助成を継続します
　市では、４月１日以降も高齢者
肺炎球菌ワクチンの接種費用の一
部助成を継続します。
自己負担額　5000円
助成額　上限3000円
　詳しくは、お問い合わせくださ
い。
問合せ　各保健センター

手
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　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で受診
や参加を希望される場合は各保健センターへお問い合わせください。
　また、乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、言語聴覚士による個別相談を実施し
ています。日程等については、各保健センターへお問い合わせください。

●健康コーナー 中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021
栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521

保健センターの保健事業　４月10日㈬～５月10日㈮（４月１日～９日は広報くき３月１日号に掲載）

手 手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査
４月12日㈮　受付：13時～13時45分 平成24年12月生まれ
５月10日㈮　受付：13時～13時45分 平成25年１月生まれ

10か月児健康診査
４月11日㈭　受付：13時～13時45分 平成24年５月生まれ
５月９日㈭　受付：13時～13時45分 平成24年６月生まれ

１歳６か月児健康診査 ４月25日㈭　受付：13時～13時45分 平成23年10月生まれ
３歳児健康診査 ４月24日㈬　受付：13時～13時45分 平成21年12月生まれ
乳幼児健康相談 ４月16日㈫　受付：９時30分～11時
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ４月12日㈮、５月10日㈮　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

ママ・パパ教室【要予約】 ４月18日㈭・23日㈫ 出産予定日が平成25年８月～９月の妊婦とその家族

成人健康相談【要予約】
毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者　

食生活相談【要予約】
精神保健福祉士による心の
健康相談【要予約】 ４月19日㈮　13時30分～15時30分 意欲の低下やひきこもり傾向にある方等

※家族などの相談も可

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ４月17日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成24年11月～12月生まれ
３歳児健康診査 ４月10日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成21年11月～12月生まれ

３B体操【要予約】 ４月18日㈭、５月９日㈭　10時～11時30分
場所：農業者トレーニングセンター おおむね40歳以上の市内在住者

離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ４月25日㈭　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

健康体操 ４月24日㈬、５月８日㈬　13時30分～15時
場所：農業者トレーニングセンター おおむね40歳以上の市内在住者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）9時～16時 市内在住者
食生活相談【要予約】 ５月10日㈮　９時～12時 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ４月16日㈫　受付：13時～13時30分 平成24年12月生まれ
３歳児健康診査 ４月23日㈫　受付：13時～13時30分 平成21年12月生まれ
乳幼児健康相談 ４月22日㈪　受付：９時30分～11時

多胎児のつどい（双子・三
つ子の保護者のつどい）

４月10日㈬　10時30分～11時30分
場所：栗橋保健センター
５月８日㈬　10時30分～11時30分
場所：栗橋地域子育て支援センター
　　�（くぷる内）

双子・三つ子の保護者

コアラ（障がいのある子ど
もの保護者のつどい） ４月19日㈮　９時30分～11時30分 心や身体にハンデのある子どもの保護者

ママ・パパ教室【要予約】 ５月10日㈮　９時30分～12時 出産予定日が平成25年８月～11月の妊婦とその家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

ダンベル体操 ４月18日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

ウオーキング体操 ５月９日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

わかちあいるーむ（精神障
がい者の家族のつどい） ４月18日㈭　13時30分～15時30分 精神障がい者とその家族

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ４月17日㈬　受付：13時～13時45分 平成24年12月生まれ
10か月児健康診査 ４月19日㈮　受付：13時～13時45分 平成24年６月生まれ
１歳６か月児健康診査 ４月24日㈬　受付：13時～13時45分 平成23年９月生まれ
３歳児健康診査 ４月23日㈫　受付：13時～13時45分 平成21年12月生まれ
乳幼児健康相談 ４月18日㈭　受付：13時～14時
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ５月２日㈭　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
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 ■久喜市役所（本庁舎）
　〒346-8501 下早見85-3 ☎ 0480－22－1111（代表）／■℻   0480－22－3319
 ■菖蒲総合支所
　〒346-0192 菖蒲町新堀38 ☎ 0480－85－1111（代表）／■℻   0480－85－1806
 ■栗橋総合支所
　〒349-1192 間鎌251-1 ☎ 0480－53－1111（代表）／■℻   0480－52－6027
 ■鷲宮総合支所
　〒340-0295 鷲宮6丁目1-1 ☎ 0480－58－1111（代表）／■℻   0480－58－2020

久喜市の人口
３月１日現在 　　

（　）内は前月比　　　

人　口 155,854人　（－144）
男　 77,970人　（－53）
女　 77,884人　（－91）
世帯数 61,583世帯（－3）

連
載 

久
喜
歴
史
だ
よ
り
（
第
18
回
）

　

現
在
、
郷
土
資
料
館
常
設
展
示
室
に
、
市

指
定
有
形
文
化
財
銅
製
阿
弥
陀
如
来
立
像
の

複
製
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仏
像
は
、
久
喜
市
上
川
崎
の
正し

ょ
う
れ
ん
じ

蓮
寺

の
本
尊
仏
と
し
て
今
日
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、

正
蓮
寺
は
古こ

が河
公く

ぼ
う方
家
臣
で
幸
手
城
（
幸
手

市
）
主
の
一い

っ
し
き
な
お
と
も

色
直
朝
が
開か

い
き基
し
た
寺
院
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

仏
像
の
高
さ
は
約
22 

㎝ 
。
両
手
首
よ
り
先

を
除
い
た
身
体
全
体
を
銅
で
一
体
に
鋳
造
し

た
も
の
で
、
そ
れ
ら
と
は
別
個
に
鋳
造
さ
れ

た
両
手
部
分
が
、
ロ
ウ
で
接
着
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
仏
像
の
背
面
に
は
、
製
作
年
や
願

主
の
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
銘
文
に
よ

れ
ば
、
も
と
は
元げ

ん

亀き

３
年
（
１
５
７
２
）
10

月
に
武む

さ
し
の
く
に

蔵
国
長な

が
い
の
し
ょ
う
め

井
庄
目
沼ぬ

ま

郷ご
う

（
熊
谷
市
妻
沼
）

の
坂さ

か
き
し
ん
ざ
え
も
ん

木
神
左
衛
門
と
い
う
人
物
が
、
念
仏
本

尊
と
し
て
造
立
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
坂
木
神
左
衛
門
は
目
沼
郷
の
有
力
な
住

人
と
み
ら
れ
、
個
人
的
な
礼
拝
仏
と
し
て
こ

の
仏
像
は
製
作
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後

の
経
緯
は
不
明
で
す
が
、
正
蓮
寺
に
伝
わ
り
、

本
尊
仏
と
な
り
ま
し
た
。

　

阿
弥
陀
如
来
は
、
平
安
時
代
の
浄
土
信
仰

か
ら
、
阿
弥
陀
如
来
の
功
徳
に
よ
っ
て
極
楽

浄
土
に
往
生
で
き
る
と
説
か
れ
、
広
く
信
仰

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
阿
弥
陀
仏
へ

の
信
仰
の
進
展
に
伴
っ
て
、
仏
像
も
盛
ん
に

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
仏
像
が
鋳
造
さ
れ
た
当
時
は
、

戦
国
時
代
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
り
、
相さ

が
み
の
く
に

模
国

（
神
奈
川
県
）
の
北
条
氏う

じ

康や
す

・
氏う

じ
ま
さ政
、
甲か

い
の
く
に

斐
国

（
山
梨
県
）
の
武た

け
だ田
信し

ん
げ
ん玄
、越え

ち
ご
の
く
に

後
国
（
新
潟
県
）

の
上う

え
す
ぎ
け
ん
し
ん

杉
謙
信
ら
戦
国
大
名
が
激
し
い
抗
争
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
元
亀
２
年
（
１
５

７
１
）
に
は
、
武
田
信
玄
が
北
条
氏
領
国
へ

侵
攻
し
、
久
喜
周
辺
に
も
行
軍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
元
亀
３
年
（
１
５
７
２
）
か
ら
翌
年

に
か
け
て
は
、
北
条
氏
政
が
上
杉
側
の
羽
生

城
（
羽
生
市
）、
関
宿
城
（
千
葉
県
野
田
市
）

等
の
拠
点
を
攻
撃
し
、
救
援
の
た
め
出
兵
し

た
上
杉
謙
信
と
対
峙
し
ま
し
た
。
目
沼
郷
や

久
喜
市
周
辺
地
域
は
、
こ
れ
ら
の
戦
国
大
名

が
入
り
乱
れ
て
争
う
最
前
線
だ
っ
た
の
で
す
。

　

戦
火
の
絶
え
な
い
不
隠
な
時
代
を
背
景
に
、

坂
木
神
左
衛
門
は
阿
弥
陀
如
来
へ
願
い
を
込

め
、
こ
の
仏
像
を
作
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

問
合
せ　

文
化
財
保
護
課
文
化
財
・
歴
史
資

料
係
（
内
線
４
３
２
３
）

　本
ほ ん だ せ い ろ く

多静六博士没60年記念事業で整備した本多静六記念館がオープンします。記念館には、本多家か
ら寄贈された博士の直筆の資料や遺品などの貴重な資料
をはじめ、公園の模型や写真、博士が手掛けた全国各地の
公園や観光地のポスターを展示します。
　皆さん、ぜひ記念館にお越しください。（入館無料）
日時　４月21日㈰　13時オープン
場所　菖蒲総合支所５階
※４月22日㈪以降、記念館の開館時間は、９時～17時
　となります。（土曜日・祝日　休館）
問合せ　企画政策課企画政策係（内線2282）

本多静六記念館がオープンします本多静六記念館がオープンします

展示室の完成イメージ

銅製阿弥陀如来立像
（左：正面、右：背面）

銅ど
う
せ
い製

阿あ

み

だ

弥
陀
如に

ょ
ら
い来

立り
ゅ
う
ぞ
う像




